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    第一章


    
      1ダビデ王おうは年としがすすんで老おい、夜着よぎを着きせても暖あたたまらなかったので、 2その家来けらいたちは彼かれに言いった、「王おうわが主しゅのために、ひとりの若わかいおとめを捜さがし求もとめて王おうにはべらせ、王おうの付添つきそいとし、あなたのふところに寝ねて、王おうわが主しゅを暖あたためさせましょう」。 3そして彼かれらはあまねくイスラエルの領土りょうどに美うつくしいおとめを捜さがし求もとめて、シュナミびとアビシャグを得え、王おうのもとに連つれてきた。 4おとめは非常ひじょうに美うつくしく、王おうの付添つきそいとなって王おうに仕つかえたが、王おうは彼女かのじょを知しることがなかった。
    


    
      5さてハギテの子こアドニヤは高たかぶって、「わたしは王おうとなろう」と言いい、自分じぶんのために戦車せんしゃと騎兵きへいおよび自分じぶんの前まえに駆かける者もの五十人にんを備そなえた。 6彼かれの父ちちは彼かれが生うまれてこのかた一度ども「なぜ、そのような事ことをするのか」と言いって彼かれをたしなめたことがなかった。アドニヤもまた非常ひじょうに姿すがたの良よい人ひとであって、アブサロムの次つぎに生うまれた者ものである。 7彼かれがゼルヤの子こヨアブと祭司さいしアビヤタルとに相談そうだんしたので、彼かれらはアドニヤに従したがって彼かれを助たすけた。 8しかし祭司さいしザドクと、エホヤダの子こベナヤと、預言者よげんしゃナタンおよびシメイとレイ、ならびにダビデの勇士ゆうしたちはアドニヤに従したがわなかった。
    


    
      9アドニヤはエンロゲルのほとりにある「へびの石いし」のかたわらで、羊ひつじと牛うしと肥こえた家畜かちくをほふって、王おうの子こである自分じぶんの兄弟きょうだいたち、および王おうの家来けらいであるユダの人々ひとびとをことごとく招まねいた。 10しかし預言者よげんしゃナタンと、ベナヤと、勇士ゆうしたちと、自分じぶんの兄弟きょうだいソロモンとは招まねかなかった。
    


    
      11時ときにナタンはソロモンの母ははバテシバに言いった、「ハギテの子こアドニヤが王おうとなったのをお聞ききになりませんでしたか。われわれの主しゅダビデはそれをごぞんじないのです。 12それでいま、あなたに計はかりごとを授さづけて、あなたの命いのちと、あなたの子こソロモンの命いのちを救すくうようにいたしましょう。 13あなたはすぐダビデ王おうのところへ行いって、『王おうわが主しゅよ、あなたは、はしために誓ちかって、おまえの子こソロモンが、わたしに次ついで王おうとなり、わたしの位くらいに座ざするであろうと言いわれたではありませんか。そうであるのに、どうしてアドニヤが王おうとなったのですか』と言いいなさい。 14あなたがなお王おうと話はなしておられる間あいだに、わたしもまた、あなたのあとから、はいって行いって、あなたの言葉ことばを確認かくにんしましょう」。
    


    
      15そこでバテシバは寝室しんしつにはいって王おうの所ところへ行いった。（王おうは非常ひじょうに老おいて、シュナミびとアビシャグが王おうに仕つかえていた）。 16バテシバは身みをかがめて王おうを拝はいした。王おうは言いった、「何なにの用ようか」。 17彼女かのじょは王おうに言いった、「わが主しゅよ、あなたは、あなたの神かみ、主しゅをさして、はしために誓ちかい、『おまえの子こソロモンがわたしに次ついで王おうとなり、わたしの位くらいに座ざするであろう』と言いわれました。 18そうであるのに、ごらんなさい、今いまアドニヤが王おうとなりました。王おうわが主しゅよ、あなたはそれをごぞんじないのです。 19彼かれは牛うしと肥こえた家畜かちくと羊ひつじをたくさんほふって、王おうの子こたち、および祭司さいしアビヤタルと、軍ぐんの長ちょうヨアブを招まねきましたが、あなたのしもべソロモンは招まねきませんでした。 20王おうわが主しゅよ、イスラエルのすべての目めはあなたに注そそがれ、だれがあなたに次ついで、王おうわが主しゅの位くらいに座ざすべきかを告つげられるのを望のぞんでいます。 21王おうわが主しゅが先祖せんぞと共ともに眠ねむられるとき、わたしと、わたしの子こソロモンは謀叛むほん人ひととみなされるでしょう」。
    


    
      22バテシバがなお王おうと話はなしているうちに、預言者よげんしゃナタンがはいってきた。 23人々ひとびとは王おうに告つげて、「預言者よげんしゃナタンがここにおります」と言いった。彼かれは王おうの前まえにはいり、地ちに伏ふして王おうを拝はいした。 24そしてナタンは言いった、「王おうわが主しゅよ、あなたは、『アドニヤがわたしに次ついで王おうとなり、わたしの位くらいに座ざするであろう』と仰おおせられましたか。 25彼かれはきょう下くだっていって、牛うしと、肥こえた家畜かちくと羊ひつじをたくさんほふって、王おうの子こたちと、軍ぐんの長ちょうヨアブと、祭司さいしアビヤタルを招まねきました。彼かれらはアドニヤの前まえで食くい飲のみして、『アドニヤ万歳ばんざい』と言いいました。 26しかし、あなたのしもべであるわたしと、祭司さいしザドクと、エホヤダの子こベナヤと、あなたのしもべソロモンを招まねきませんでした。 27この事ことは王おうわが主しゅがさせられた事ことですか。あなたはしもべたちに、だれがあなたに次ついで王おうわが主しゅの位くらいに座ざすべきかを告つげられませんでした」。
    


    
      28ダビデ王おうは答こたえて言いった、「バテシバをわたしのところに呼よびなさい」。彼女かのじょは王おうの前まえにはいってきて、王おうの前まえに立たった。 29すると王おうは誓ちかって言いった、「わたしの命いのちをすべての苦難くなんから救すくわれた主しゅは生いきておられる。 30わたしがイスラエルの神かみ、主しゅをさしてあなたに誓ちかい、『あなたの子こソロモンがわたしに次ついで王おうとなり、わたしに代かわって、わたしの位くらいに座ざするであろう』と言いったように、わたしはきょう、そのようにしよう」。 31そこでバテシバは身みをかがめ、地ちに伏ふして王おうを拝はいし、「わが主しゅダビデ王おうが、とこしえに生いきながらえられますように」と言いった。
    


    
      32ダビデは言いった、「祭司さいしザドクと、預言者よげんしゃナタンおよびエホヤダの子こベナヤをわたしの所ところに呼よびなさい」。やがて彼かれらは王おうの前まえにきた。 33王おうは彼かれらに言いった、「あなたがたの主君しゅくんの家来けらいたちを連つれ、わが子こソロモンをわたしの騾馬らばに乗のせ、彼かれを導みちびいてギホンに下くだり、 34その所ところで祭司さいしザドクと預言者よげんしゃナタンは彼かれに油あぶらを注そそいでイスラエルの王おうとしなさい。そしてラッパを吹ふいて、『ソロモン王おう万歳ばんざい』と言いいなさい。 35それから、あなたがたは彼かれに従したがって上のぼってきなさい。彼かれはきて、わたしの位くらいに座ざし、わたしに代かわって王おうとなるであろう。わたしは彼かれを立たててイスラエルとユダの上うえに主君しゅくんとする」。 36エホヤダの子こベナヤは王おうに答こたえて言いった、「アァメン、願ねがわくは、王おうわが主君しゅくんの神かみ、主しゅもまたそう仰おおせられますように。 37願ねがわくは、主しゅが王おうわが主君しゅくんと共ともにおられたように、ソロモンと共ともにおられて、その位くらいをわが主君しゅくんダビデ王おうの位くらいよりも大おおきくせられますように」。
    


    
      38そこで祭司さいしザドクと預言者よげんしゃナタンおよびエホヤダの子こベナヤ、ならびにケレテびとと、ペレテびとは下くだって行いって、ソロモンをダビデ王おうの騾馬らばに乗のせ、彼かれをギホンに導みちびいて行いった。 39祭司さいしザドクは幕屋まくやから油あぶらの角つのを取とってきて、ソロモンに油あぶらを注そそいだ。そしてラッパを吹ふき鳴ならし、民たみは皆みな「ソロモン王おう万歳ばんざい」と言いった。 40民たみはみな彼かれに従したがって上のぼり、笛ふえを吹ふいて大おおいに喜よろこび祝いわった。地ちは彼かれらの声こえで裂さけるばかりであった。
    


    
      41アドニヤおよび彼かれと共ともにいた客きゃくたちは皆みな食事しょくじを終おわったとき、これを聞きいた。ヨアブはラッパの音おとを聞きいて言いった、「町まちの中なかのあの騒さわぎは何なにか」。 42彼かれの言葉ことばのなお終おわらないうちに、そこへ祭司さいしアビヤタルの子こヨナタンがきたので、アドニヤは彼かれに言いった、「はいりなさい。あなたは勇敢ゆうかんな人ひとで、よい知しらせを持もってきたのでしょう」。 43ヨナタンは答こたえてアドニヤに言いった、「いいえ、主君しゅくんダビデ王おうはソロモンを王おうとせられました。 44王おうは祭司さいしザドクと預言者よげんしゃナタンおよびエホヤダの子こベナヤ、ならびにケレテびとと、ペレテびとをソロモンと共ともにつかわされたので、彼かれらはソロモンを王おうの騾馬らばに乗のせて行いき、 45祭司さいしザドクと預言者よげんしゃナタンはギホンで彼かれに油あぶらを注そそいで王おうとしました。そして彼かれらがそこから喜よろこんで上のぼって来くるので、町まちが騒さわがしいのです。あなたが聞きいた声こえはそれなのです。 46こうしてソロモンは王おうの位くらいに座ざし、 47かつ王おうの家来けらいたちがきて、主君しゅくんダビデ王おうに祝いわいを述のべて、『願ねがわくは、あなたの神かみがソロモンの名なをあなたの名なよりも高たかくし、彼かれの位くらいをあなたの位くらいよりも大おおきくされますように』と言いいました。そして王おうは床ゆかの上うえで拝はいされました。 48王おうはまたこう言いわれました、『イスラエルの神かみ、主しゅはほむべきかな。主しゅはきょう、わたしの位くらいに座ざするひとりの子こを与あたえて、これをわたしに見みせてくださった』と」。
    


    
      49その時ときアドニヤと共ともにいた客きゃくはみな驚おどろき、立たっておのおの自分じぶんの道みちに去さって行いった。 50そしてアドニヤはソロモンを恐おそれ、立たって行いって祭壇さいだんの角つのをつかんだ。 51ある人ひとがこれをソロモンに告つげて言いった、「アドニヤはソロモンを恐おそれ、今いま彼かれは祭壇さいだんの角つのをつかんで、『どうぞ、ソロモン王おうがきょう、つるぎをもってしもべを殺ころさないとわたしに誓ちかってくださるように』と言いっています」。 52ソロモンは言いった、「もし彼かれがよい人ひととなるならば、その髪かみの毛けひとすじも地ちに落おちることはなかろう。しかし彼かれのうちに悪あくのあることがわかるならば、彼かれは死しななければならない」。 53ソロモンは人ひとをつかわして彼かれを祭壇さいだんからつれて下くだらせた。彼かれがきてソロモンを拝はいしたので、ソロモンは彼かれに「家いえに帰かえりなさい」と言いった。
    

  


  


  
    第二章


    
      1ダビデの死しぬ日ひが近ちかづいたので、彼かれはその子こソロモンに命めいじて言いった、 2「わたしは世よのすべての人ひとの行いく道みちを行いこうとしている。あなたは強つよく、男おとこらしくなければならない。 3あなたの神かみ、主しゅのさとしを守まもり、その道みちに歩あゆみ、その定さだめと戒いましめと、おきてとあかしとを、モーセの律法りっぽうにしるされているとおりに守まもらなければならない。そうすれば、あなたがするすべての事ことと、あなたの向むかうすべての所ところで、あなたは栄さかえるであろう。 4また主しゅがさきにわたしについて語かたって『もしおまえの子こたちが、その道みちを慎つつしみ、心こころをつくし、精神せいしんをつくして真実しんじつをもって、わたしの前まえに歩あゆむならば、おまえに次ついでイスラエルの位くらいにのぼる人ひとが、欠かけることはなかろう』と言いわれた言葉ことばを確実かくじつにされるであろう。
    


    
      5またあなたはゼルヤの子こヨアブがわたしにした事こと、すなわち彼かれがイスラエルのふたりの軍ぐんの長ちょうネルの子こアブネルと、エテルの子こアマサにした事ことを知しっている。彼かれはこのふたりを殺ころして、戦争せんそうで流ながした地ちを太平たいへいの時ときに報むくい、罪つみのない者ものの血ちをわたしの腰こしのまわりの帯おびと、わたしの足あしのくつにつけた。 6それゆえ、あなたの知恵ちえにしたがって事ことを行おこない、彼かれのしらがを安やすらかに陰府よみに下くだらせてはならない。 7ただしギレアデびとバルジライの子こらには恵めぐみを施ほどこし、彼かれらをあなたの食卓しょくたくで食事しょくじする人々ひとびとのうちに加くわえなさい。彼かれらはわたしがあなたの兄弟きょうだいアブサロムを避さけて逃にげた時とき、わたしを迎むかえてくれたからである。 8またバホリムのベニヤミンびとゲラの子こシメイがあなたと共ともにいる。彼かれはわたしがマハナイムへ行いった時とき、激はげしいのろいの言葉ことばをもってわたしをのろった。しかし彼かれがヨルダンへ下くだってきて、わたしを迎むかえたので、わたしは主しゅをさして彼かれに誓ちかい、『わたしはつるぎをもってあなたを殺ころさない』と言いった。 9しかし彼かれを罪つみのない者ものとしてはならない。あなたは知恵ちえのある人ひとであるから、彼かれになすべき事ことを知しっている。あなたは彼かれのしらがを血ちに染ぞめて陰府よみに下くだらせなければならない」。
    


    
      10ダビデはその先祖せんぞと共ともに眠ねむって、ダビデの町まちに葬ほうむられた。 11ダビデがイスラエルを治おさめた日数にっすうは四十年ねんであった。すなわちヘブロンで七年ねん、エルサレムで三十三年ねん、王おうであった。 12このようにしてソロモンは父ちちダビデの位くらいに座ざし、国くには堅かたく定さだまった。
    


    
      13さて、ハギテの子こアドニヤがソロモンの母ははバテシバのところへきたので、バテシバは言いった、「あなたは穏おだやかな事ことのためにきたのですか」。彼かれは言いった、「穏おだやかな事ことのためです」。 14彼かれはまた言いった、「あなたに申もうしあげる事ことがあります」。バテシバは言いった、「言いいなさい」。 15彼かれは言いった、「ごぞんじのように、国くにはわたしのもので、イスラエルの人ひとは皆みなわたしが王おうになるものと期待きたいしていました。しかし国くには転てんじて、わたしの兄弟きょうだいのものとなりました。彼かれのものとなったのは、主しゅから出でたことです。 16今いまわたしはあなたに一つのお願ねがいがあります。断ことわらないでください」。バテシバは彼かれに言いった、「言いいなさい」。 17彼かれは言いった、「どうかソロモン王おうに請こうて、——王おうはあなたに断ことわるようなことはないでしょうから——シュナミびとアビシャグをわたしに与あたえて妻つまにさせてください」。 18バテシバは言いった、「よろしい。わたしはあなたのために王おうに話はなしましょう」。
    


    
      19バテシバはアドニヤのためにソロモン王おうに話はなすため、王おうのもとへ行いった。王おうは立たって迎むかえ、彼女かのじょを拝はいして王座おうざに着つき、王おう母ははのために座ざを設もうけさせたので、彼女かのじょは王おうの右みぎに座ざした。 20そこでバテシバは言いった、「あなたに一つの小ちいさいお願ねがいがあります。お断ことわりにならないでください」。王おうは彼女かのじょに言いった、「母上ははうえよ、あなたの願ねがいを言いってください。わたしは断ことわらないでしょう」。 21彼女かのじょは言いった、「どうぞ、シュナミびとアビシャグをあなたの兄弟きょうだいアドニヤに与あたえて、妻つまにさせてください」。 22ソロモン王おうは答こたえて母ははに言いった、「どうしてアドニヤのためにシュナミびとアビシャグを求もとめられるのですか。彼かれのためには国くにをも求もとめなさい。彼かれはわたしの兄あにで、彼かれの味方みかたには祭司さいしアビヤタルとゼルヤの子こヨアブがいるのですから」。 23そしてソロモン王おうは主しゅをさして誓ちかって言いった、「もしアドニヤがこの言葉ことばによって自分じぶんの命いのちを失うしなうのでなければ、どんなにでもわたしを罰ばっしてください。 24わたしを立たてて、父ちちダビデの位くらいにのぼらせ、主しゅが約束やくそくされたように、わたしに一家いっかを与あたえてくださった主しゅは生いきておられる。アドニヤはきょう殺さつされなければならない」。 25ソロモン王おうはエホヤダの子こベナヤをつかわしたので、彼かれはアドニヤを撃うって殺ころした。
    


    
      26王おうはまた祭司さいしアビヤタルに言いった、「あなたの領地りょうちアナトテへ行いきなさい。あなたは死しに当あたる者ものですが、さきにわたしの父ちちダビデの前まえに神かみ、主しゅの箱はこをかつぎ、またすべてわたしの父ちちが受うけた苦くるしみを、あなたも共ともに苦くるしんだので、わたしは、きょうは、あなたを殺ころしません」。 27そしてソロモンはアビヤタルを主しゅの祭司さいし職しょくから追放ついほうした。こうして主しゅがシロでエリの家いえについて言いわれた主しゅの言葉ことばが成就じょうじゅした。
    


    
      28さてこの知しらせがヨアブに達たっしたので、ヨアブは主しゅの幕屋まくやにのがれて、祭壇さいだんの角つのをつかんだ。ヨアブはアブサロムを支持しじしなかったけれども、アドニヤを支持しじしたからである。 29ヨアブが主しゅの幕屋まくやにのがれて、祭壇さいだんのかたわらにいることを、ソロモン王おうに告つげる者ものがあったので、ソロモン王おうはエホヤダの子こベナヤをつかわし、「行いって彼かれを撃うて」と言いった。 30ベナヤは主しゅの幕屋まくやへ行いって彼かれに言いった、「王おうはあなたに、出でて来くるようにと申もうされます」。しかし彼かれは言いった、「いや、わたしはここで死しにます」。ベナヤは王おうに復命ふくめいして言いった、「ヨアブはこう申もうしました。またわたしにこう答こたえました」。 31そこで王おうはベナヤに言いった、「彼かれが言いうようにし、彼かれを撃うち殺ころして葬ほうむり、ヨアブがゆえなく流ながした血ちのとがをわたしと、わたしの父ちちの家いえから除のぞき去さりなさい。 32主しゅはまたヨアブが血ちを流ながした行為こういを、彼かれ自身じしんのこうべに報むくいられるであろう。これは彼かれが自分じぶんよりも正ただしいすぐれたふたりの人ひと、すなわちイスラエルの軍ぐんの長ちょうネルの子こアブネルと、ユダの軍ぐんの長ちょうエテルの子こアマサを、つるぎをもって撃うち殺ころし、わたしの父ちちダビデのあずかり知しらない事ことをしたからである。 33それゆえ、彼かれらの血ちは永遠えいえんにヨアブのこうべと、その子孫しそんのこうべに帰きすであろう。しかしダビデと、その子孫しそんと、その家いえと、その位くらいとには、主しゅから賜たまわる平安へいあんが永久えいきゅうにあるであろう」。 34そこでエホヤダの子こベナヤは上のぼっていって、彼かれを撃うち殺ころした。彼かれは荒野あらのにある自分じぶんの家いえに葬ほうむられた。 35王おうはエホヤダの子こベナヤを、ヨアブに代かわって軍ぐんの長ちょうとした。王おうはまた祭司さいしザドクをアビヤタルに代かわらせた。
    


    
      36また王おうは人ひとをつかわし、シメイを召めして言いった、「あなたはエルサレムのうちに、自分じぶんのために家いえを建たてて、そこに住すみ、そこからどこへも出でてはならない。 37あなたが出でて、キデロン川かわを渡わたる日ひには必かならず殺ころされることを、しかと知しらなければならない。あなたの血ちはあなたのこうべに帰きすであろう」。 38シメイは王おうに言いった、「お言葉ことばは結構けっこうです。王おう、わが主しゅの仰おおせられるとおりに、しもべはいたしましょう」。こうしてシメイは久ひさしくエルサレムに住すんだ。
    


    
      39ところが三年ねんの後のち、シメイのふたりの奴隷どれいが、ガテの王おうマアカの子こアキシのところへ逃にげ去さった。人々ひとびとがシメイに告つげて、「ごらんなさい、あなたの奴隷どれいはガテにいます」と言いったので、 40シメイは立たって、ろばにくらを置おき、ガテのアキシのところへ行いって、その奴隷どれいを尋たずねた。すなわちシメイは行いってその奴隷どれいをガテから連つれてきたが、 41シメイがエルサレムからガテへ行いって帰かえったことがソロモン王おうに聞きこえたので、 42王おうは人ひとをつかわし、シメイを召めして言いった、「わたしはあなたに主しゅをさして誓ちかわせ、かつおごそかにあなたを戒いましめて、『あなたが出でて、どこかへ行ゆく日ひには、必かならず殺ころされることを、しかと知しらなければならない』と言いったではないか。そしてあなたは、わたしに『お言葉ことばは結構けっこうです。従したがいます』と言いった。 43ところで、あなたはなぜ主しゅに対たいする誓ちかいと、わたしが命めいじた命令めいれいを守まもらなかったのか」。 44王おうはまたシメイに言いった、「あなたは自分じぶんの心こころに、あなたがわたしの父ちちダビデにしたもろもろの悪あくを知しっている。主しゅはあなたの悪あくをあなたのこうべに報むくいられるであろう。 45しかしソロモン王おうは祝福しゅくふくをうけ、ダビデの位くらいは永久えいきゅうに主しゅの前まえに堅かたく立たつであろう」。 46王おうがエホヤダの子こベナヤに命めいじたので、彼かれは出でていってシメイを撃うち殺ころした。こうして国くにはソロモンの手てに堅かたく立たった。
    

  


  


  
    第三章


    
      1ソロモン王おうはエジプトの王おうパロと縁ふちを結むすび、パロの娘むすめをめとってダビデの町まちに連つれてきて、自分じぶんの家いえと、主しゅの宮みやと、エルサレムの周囲しゅういの城壁じょうへきを建たて終おわるまでそこにおらせた。 2そのころまで主しゅの名なのために建たてた宮みやがなかったので、民たみは高たかき所ところで犠牲ぎせいをささげていた。
    


    
      3ソロモンは主しゅを愛あいし、父ちちダビデの定さだめに歩あゆんだが、ただ彼かれは高たかき所ところで犠牲ぎせいをささげ、香こうをたいた。 4ある日ひ、王おうはギベオンへ行いって、そこで犠牲ぎせいをささげようとした。それが主要しゅような高たかき所ところであったからである。ソロモンは一千の燔祭はんさいをその祭壇さいだんにささげた。 5ギベオンで主しゅは夜よの夢ゆめにソロモンに現あらわれて言いわれた、「あなたに何なにを与あたえようか、求もとめなさい」。 6ソロモンは言いった、「あなたのしもべであるわたしの父ちちダビデがあなたに対たいして誠実せいじつと公義こうぎと真心まごころとをもって、あなたの前まえに歩あゆんだので、あなたは大おおいなるいつくしみを彼かれに示しめされました。またあなたは彼かれのために、この大おおいなるいつくしみをたくわえて、今日こんにち、彼かれの位くらいに座ざする子こを授さづけられました。 7わが神かみ、主しゅよ、あなたはこのしもべを、わたしの父ちちダビデに代かわって王おうとならせられました。しかし、わたしは小ちいさい子供こどもであって、出入でいりすることを知しりません。 8かつ、しもべはあなたが選えらばれた、あなたの民たみ、すなわちその数かずが多おおくて、数かぞえることも、調しらべることもできないほどのおびただしい民たみの中なかにおります。 9それゆえ、聞ききわける心こころをしもべに与あたえて、あなたの民たみをさばかせ、わたしに善悪ぜんあくをわきまえることを得えさせてください。だれが、あなたのこの大おおいなる民たみをさばくことができましょう」。
    


    
      10ソロモンはこの事ことを求もとめたので、そのことが主しゅのみこころにかなった。 11そこで神かみは彼かれに言いわれた、「あなたはこの事ことを求もとめて、自分じぶんのために長命ちょうめいを求もとめず、また自分じぶんのために富とみを求もとめず、また自分じぶんの敵てきの命いのちをも求もとめず、ただ訴うったえをききわける知恵ちえを求もとめたゆえに、 12見みよ、わたしはあなたの言葉ことばにしたがって、賢かしこい、英明えいめいな心こころを与あたえる。あなたの先さきにはあなたに並ならぶ者ものがなく、あなたの後のちにもあなたに並ならぶ者ものは起おこらないであろう。 13わたしはまたあなたの求もとめないもの、すなわち富とみと誉ほまれをもあなたに与あたえる。あなたの生いきているかぎり、王おうたちのうちにあなたに並ならぶ者ものはないであろう。 14もしあなたが、あなたの父ちちダビデの歩あゆんだように、わたしの道みちに歩あゆんで、わたしの定さだめと命令めいれいとを守まもるならば、わたしはあなたの日ひを長ながくするであろう」。
    


    
      15ソロモンが目めをさましてみると、それは夢ゆめであった。そこで彼かれはエルサレムへ行いき、主しゅの契約けいやくの箱はこの前まえに立たって燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいをささげ、すべての家来けらいのために祝宴しゅくえんを設もうけた。
    


    
      16さて、ふたりの遊女ゆうじょが王おうのところにきて、王おうの前まえに立たった。 17ひとりの女おんなは言いった、「ああ、わが主しゅよ、この女おんなとわたしとはひとつの家いえに住すんでいますが、わたしはこの女おんなと一緒いっしょに家いえにいる時とき、子こを産うみました。 18ところがわたしの産うんだ後のち、三日か目めにこの女おんなもまた子こを産うみました。そしてわたしたちは一緒いっしょにいましたが、家いえにはほかにだれもわたしたちと共ともにいた者ものはなく、ただわたしたちふたりだけでした。 19ところがこの女おんなは自分じぶんの子この上うえに伏ふしたので、夜よるのうちにその子こは死しにました。 20彼女かのじょは夜中よなかに起おきて、はしための眠ねむっている間あいだに、わたしの子こをわたしのかたわらから取とって、自分じぶんのふところに寝ねかせ、自分じぶんの死しんだ子こをわたしのふところに寝ねかせました。 21わたしは朝あさ、子こに乳ちちを飲のませようとして起おきて見みると死しんでいました。しかし朝あさになってよく見みると、それはわたしが産うんだ子こではありませんでした」。 22ほかの女おんなは言いった、「いいえ、生いきているのがわたしの子こです。死しんだのはあなたの子こです」。初はじめの女おんなは言いった、「いいえ、死しんだのがあなたの子こです。生いきているのはわたしの子こです」。彼かれらはこのように王おうの前まえに言いい合あった。
    


    
      23この時とき、王おうは言いった、「ひとりは『この生いきているのがわたしの子こで、死しんだのがあなたの子こだ』と言いい、またひとりは『いいえ、死しんだのがあなたの子こで、生いきているのはわたしの子こだ』と言いう」。 24そこで王おうは「刀かたなを持もってきなさい」と言いったので、刀かたなを王おうの前まえに持もってきた。 25王おうは言いった、「生いきている子こを二つに分わけて、半分はんぶんをこちらに、半分はんぶんをあちらに与あたえよ」。 26すると生いきている子この母ははである女おんなは、その子このために心こころがやけるようになって、王おうに言いった、「ああ、わが主しゅよ、生いきている子こを彼女かのじょに与あたえてください。決けっしてそれを殺ころさないでください」。しかしほかのひとりは言いった、「それをわたしのものにも、あなたのものにもしないで、分わけてください」。 27すると王おうは答こたえて言いった、「生いきている子こを初はじめの女おんなに与あたえよ。決けっして殺ころしてはならない。彼女かのじょはその母ははなのだ」。 28イスラエルは皆みな王おうが与あたえた判決はんけつを聞きいて王おうを恐おそれた。神かみの知恵ちえが彼かれのうちにあって、さばきをするのを見みたからである。
    

  


  


  
    第四章


    
      1ソロモン王おうはイスラエルの全ぜん地ちの王おうであった。 2彼かれの高官こうかんたちは次つぎのとおりである。ザドクの子こアザリヤは祭司さいし。 3シシャの子こエリホレフとアヒヤは書記官しょきかん。アヒルデの子こヨシャバテは史官しかん。 4エホヤダの子こベナヤは軍ぐんの長ちょう。ザドクとアビヤタルは祭司さいし。 5ナタンの子こアザリヤは代官だいかんの長ちょう。ナタンの子こザブデは祭司さいしで、王おうの友ともであった。 6アヒシャルは宮内卿くないきょう。アブダの子こアドニラムは徴募ちょうぼの長ちょうであった。
    


    
      7ソロモンはまたイスラエルの全ぜん地ちに十二人にんの代官だいかんを置おいた。その人々ひとびとは王おうとその家いえのために食物しょくもつを備そなえた。すなわちおのおの一年ねんに一月つきずつ食物しょくもつを備そなえるのであった。 8その名なは次つぎのとおりである。エフライムの山地さんちにはベンホル。 9マカヅと、シャラビムと、ベテシメシと、エロン・ベテハナンにはベンデケル。 10アルボテにはベンヘセデ、（彼かれはソコとヘペルの全ぜん地ちを担当たんとうした）。 11ドルの高地こうちの全部ぜんぶにはベン・アビナダブ、（彼かれはソロモンの娘むすめタパテを妻つまとした）。 12アヒルデの子こバアナはタアナクとメギドと、エズレルの下した、ザレタンのかたわらにあるベテシャンの全ぜん地ちを担当たんとうして、ベテシャンからアベル・メホラに至いたり、ヨクメアムの向むこうにまで及およんだ。 13ラモテ・ギレアデにはベンゲベル、（彼かれはギレアデにあるマナセの子こヤイルの村々むらむらを担当たんとうし、またバシャンにあるアルゴブの地方ちほうの城壁じょうへきと青銅せいどうの貫かんの木きのある大おおきな町まち六十を担当たんとうした）。 14マハナイムにはイドの子こアヒナダブ。 15ナフタリにはアヒマアズ、（彼かれもソロモンの娘むすめバスマテを妻つまにめとった）。 16アセルとベアロテにはホシャイの子こバアナ。 17イッサカルにはパルアの子こヨシャパテ。 18ベニヤミンにはエラの子こシメイ。 19アモリびとの王おうシホンの地ちおよびバシャンの王おうオグの地ちなるギレアデの地ちにはウリの子こゲベル。彼かれはその地ちのただひとりの代官だいかんであった。
    


    
      20ユダとイスラエルの人々ひとびとは多おおくて、海うみべの砂すなのようであったが、彼かれらは飲のみ食くいして楽たのしんだ。 21ソロモンはユフラテ川かわからペリシテびとの地ちと、エジプトの境さかいに至いたるまでの諸国しょこくを治おさめたので、皆みなみつぎ物ものを携たずさえてきて、ソロモンの一生いっしょうのあいだ仕つかえた。
    


    
      22さてソロモンの一日にちの食物しょくもつは細こまかい麦粉むぎこ三十コル、荒あらい麦粉むぎこ六十コル、 23肥こえた牛うし十頭とう、牧場まきばの牛うし二十頭とう、羊ひつじ百頭とうで、そのほかに雄おじか、かもしか、こじか、および肥こえた鳥とりがあった。 24これはソロモンがユフラテ川かわの西にしの地方ちほうをテフサからガザまで、ことごとく治おさめたからである。すなわち彼かれはユフラテ川かわの西にしの諸王しょおうをことごとく治おさめ、周囲しゅうい至いたる所ところに平安へいあんを得えた。 25ソロモンの一生いっしょうの間あいだ、ユダとイスラエルはダンからベエルシバに至いたるまで、安やすらかにおのおの自分じぶんたちのぶどうの木きの下したと、いちじくの木きの下したに住すんだ。 26ソロモンはまた戦車せんしゃの馬うまの、うまや四千と、騎兵きへい一万二千を持もっていた。 27そしてそれらの代官だいかんたちはおのおの当番とうばんの月つきにソロモン王おうのため、およびすべてソロモン王おうの食卓しょくたくに連つらなる者もののために、食物しょくもつを備そなえて欠かけることのないようにした。 28また彼かれらはおのおのその割当わりあてにしたがって馬うまおよび早馬はやうまに食くわせる大麦おおむぎとわらを、その馬うまのいる所ところに持もってきた。
    


    
      29神かみはソロモンに非常ひじょうに多おおくの知恵ちえと悟さとりを授さづけ、また海うみべの砂原すなはらのように広ひろい心こころを授さづけられた。 30ソロモンの知恵ちえは東ひがしの人々ひとびとの知恵ちえとエジプトのすべての知恵ちえにまさった。 31彼かれはすべての人ひとよりも賢かしこく、エズラびとエタンよりも、またマホルの子こヘマン、カルコル、ダルダよりも賢かしこく、その名声めいせいは周囲しゅういのすべての国々くにぐにに聞きこえた。 32彼かれはまた箴言しんげん三千を説といた。またその歌うたは一千五首しゅあった。 33彼かれはまた草木くさきのことを論ろんじてレバノンの香柏こうはくから石いしがきにはえるヒソプにまで及およんだ。彼かれはまた獣けものと鳥とりと這はうものと魚うおのことを論ろんじた。 34諸国しょこくの人々ひとびとはソロモンの知恵ちえを聞きくためにきた。地ちの諸王しょおうはソロモンの知恵ちえを聞きいて人ひとをつかわした。
    

  


  


  
    第五章


    
      1さてツロの王おうヒラムは、ソロモンが油あぶらを注そそがれ、その父ちちに代かわって、王おうとなったのを聞きいて、家来けらいをソロモンにつかわした。ヒラムは常つねにダビデを愛あいしたからである。 2そこでソロモンはヒラムに人ひとをつかわして言いった、 3「あなたの知しられるとおり、父ちちダビデはその周囲しゅういにあった敵てきとの戦たたかいのゆえに、彼かれの神かみ、主しゅの名なのために宮みやを建たてることができず、主しゅが彼かれらをその足あしの裏うらの下したに置おかれるのを待まちました。 4ところが今いまわが神かみ、主しゅはわたしに四方しほうの太平たいへいを賜たまわって、敵てきもなく、災わざわいもなくなったので、 5主しゅが父ちちダビデに『おまえに代かわって、おまえの位くらいに、わたしがつかせるおまえの子こ、その人ひとがわが名なのために宮みやを建たてるであろう』と言いわれたように、わが神かみ、主しゅの名なのために宮みやを建たてようと思おもいます。 6それゆえ、あなたは命令めいれいを下くだして、レバノンの香柏こうはくをわたしのために切きり出ださせてください。わたしのしもべたちをあなたのしもべたちと一緒いっしょに働はたらかせます。またわたしはすべてあなたのおっしゃるとおり、あなたのしもべたちの賃銀ちんぎんをあなたに払はらいます。あなたの知しられるとおり、わたしたちのうちにはシドンびとのように木きを切きるに巧たくみな人ひとがないからです」。
    


    
      7ヒラムはソロモンの言葉ことばを聞きいて大おおいに喜よろこび、「きょう、主しゅはあがむべきかな。主しゅはこのおびただしい民たみを治おさめる賢かしこい子こをダビデに賜たまわった」と言いった。 8そしてヒラムはソロモンに人ひとをつかわして言いった、「わたしはあなたが申もうしおくられたことを聞ききました。香柏こうはくの材木ざいもくと、いとすぎの材木ざいもくについては、すべてお望のぞみのようにいたします。 9わたしのしもべどもにそれをレバノンから海うみに運はこびおろさせましょう。わたしはそれをいかだに組くんで、海路かいろ、あなたの指示しじされる場所ばしょまで送おくり、そこでそれをくずしましょう。あなたはそれを受うけ取とってください。また、あなたはわたしの家いえのために食物しょくもつを供給きょうきゅうして、わたしの望のぞみをかなえてください」。 10こうしてヒラムはソロモンにすべて望のぞみのように香柏こうはくの材木ざいもくと、いとすぎの材木ざいもくを与あたえた。 11またソロモンはヒラムにその家いえの食物しょくもつとして小麦こむぎ二万コルを与あたえ、またオリブをつぶして取とった油あぶら二万コルを与あたえた。このようにソロモンは年々ねんねんヒラムに与あたえた。 12主しゅは約束やくそくされたようにソロモンに知恵ちえを賜たまわった。またヒラムとソロモンの間あいだは平和へいわであって、彼かれらふたりは条約じょうやくを結むすんだ。
    


    
      13ソロモン王おうはイスラエルの全ぜん地ちから強制的きょうせいてきに労働者ろうどうしゃを徴募ちょうぼした。その徴募ちょうぼ人員じんいんは三万人にんであった。 14ソロモンは彼かれらを一か月げつ交代こうたいに一万人にんずつレバノンにつかわした。すなわち一か月げつレバノンに、二か月げつ家いえにあり、アドニラムは徴募ちょうぼの監督かんとくであった。 15ソロモンにはまた荷にを負おう者ものが七万人にん、山やまで石いしを切きる者ものが八万人にんあった。 16ほかにソロモンには工事こうじを監督かんとくする上役うわやくの官吏かんりが三千三百人にんあって、工事こうじに働はたらく民たみを監督かんとくした。 17王おうは命めいじて大おおきい高価こうかな石いしを切きり出ださせ、切きり石いしをもって宮みやの基もといをすえさせた。 18こうしてソロモンの建築者けんちくしゃと、ヒラムの建築者けんちくしゃおよびゲバルびとは石いしを切きり、材木ざいもくと石いしとを宮みやを建たてるために備そなえた。
    

  


  


  
    第六章


    
      1イスラエルの人々ひとびとがエジプトの地ちを出でて後のち四百八十年ねん、ソロモンがイスラエルの王おうとなって第だい四年ねんのジフの月つきすなわち二月がつに、ソロモンは主しゅのために宮みやを建たてることを始はじめた。 2ソロモン王おうが主しゅのために建たてた宮みやは長ながさ六十キュビト、幅はば二十キュビト、高たかさ三十キュビトであった。 3宮みやの拝殿はいでんの前まえの廊ろうは宮みやの幅はばにしたがって長ながさ二十キュビト、その幅はばは宮みやの前まえで十キュビトであった。 4彼かれは宮みやに、内側うちがわの広ひろい枠わくの窓まどを造つくった。 5また宮みやの壁かべにつけて周囲しゅういに脇屋わきやを設もうけ、宮みやの壁かべすなわち拝殿はいでんと本殿ほんでんの壁かべの周囲しゅういに建たてめぐらし、宮みやの周囲しゅういに脇間わきまがあるようにした。 6下したの脇間わきまは広ひろさ五キュビト、中なかの広ひろさ六キュビト、第だい三のは広ひろさ七キュビトであった。宮みやの外側そとがわには壁かべに段だんを造つくって、梁はりを宮みやの壁かべの中なかに差さし込こまないようにした。
    


    
      7宮みやは建たてる時ときに、石いし切きり場ばで切きり整ととのえた石いしをもって造つくったので、建たてている間あいだは宮みやのうちには、つちも、おのも、その他たの鉄器てっきもその音おとが聞きこえなかった。
    


    
      8下したの脇間わきまの入口いりぐちは宮みやの右側みぎがわにあり、回まわり階段かいだんによって中なかの脇間わきまに、中なかの脇間わきまから第だい三の脇間わきまにのぼった。 9こうして彼かれは宮みやを建たて終おわり、香柏こうはくのたるきと板いたをもって宮みやの天井てんじょうを造つくった。 10また宮みやにつけて、おのおの高たかさ五キュビトの脇間わきまのある脇屋わきやを建たてめぐらし、香柏こうはくの材木ざいもくをもって宮みやに接続せつぞくさせた。
    


    
      11そこで主しゅの言葉ことばがソロモンに臨のぞんだ、 12「あなたが建たてるこの宮みやについては、もしあなたがわたしの定さだめに歩あゆみ、おきてを行おこない、すべての戒いましめを守まもり、それに従したがって歩あゆむならば、わたしはあなたの父ちちダビデに約束やくそくしたことを成就じょうじゅする。 13そしてわたしはイスラエルの人々ひとびとのうちに住すみ、わたしの民たみイスラエルを捨すてることはない」。
    


    
      14こうしてソロモンは宮みやを建たて終おわった。 15彼かれは香柏こうはくの板いたをもって宮みやの壁かべの内側うちがわを張はった。すなわち宮みやの床ゆかから天井てんじょうのたるきまで香柏こうはくの板いたで張はった。また、いとすぎの板いたをもって宮みやの床ゆかを張はった。 16また宮みやの奥おくに二十キュビトの室しつを床ゆかから天井てんじょうのたるきまで香柏こうはくの板いたをもって造つくった。すなわち宮みやの内うちに至聖所しせいじょとしての本堂ほんどうを造つくった。 17宮みやすなわち本殿ほんでんの前まえにある拝殿はいでんは長ながさ四十キュビトであった。 18宮みやの内うち側がわの香柏こうはくの板いたは、ひさごの形かたちと、咲さいた花はなを浮彫うきぼりりにしたもので、みな香柏こうはくの板いたで、石いしは見みえなかった。 19そして主しゅの契約けいやくの箱はこを置おくために、宮みやの内うちの奥おくに本殿ほんでんを設もうけた。 20本殿ほんでんは長ながさ二十キュビト、幅はば二十キュビト、高たかさ二十キュビトであって、純金じゅんきんでこれをおおった。また香柏こうはくの祭壇さいだんを造つくった。 21ソロモンは純金じゅんきんをもって宮みやの内うち側がわをおおい、本殿ほんでんの前まえに金きんの鎖くさりをもって隔へだてを造つくり、金きんをもってこれをおおった。 22また金きんをもって残のこらず宮みやをおおい、ついに宮みやを飾かざることをことごとく終おえた。また本殿ほんでんに属ぞくする祭壇さいだんをことごとく金きんでおおった。
    


    
      23本殿ほんでんのうちにオリブの木きをもって二つのケルビムを造つくった。その高たかさはおのおの十キュビト。 24そのケルブの一つの翼つばさの長ながさは五キュビト、またそのケルブの他たの翼つばさの長ながさも五キュビトであった。一つの翼つばさの端はしから他たの翼つばさの端はしまでは十キュビトあった。 25他たのケルブも十キュビトであって、二つのケルビムは同おなじ寸法すんぽう、同おなじ形かたちであった。 26このケルブの高たかさは十キュビト、かのケルブの高たかさも同おなじであった。 27ソロモンは宮みやのうちの奥おくにケルビムをすえた。ケルビムの翼つばさを伸のばしたところ、このケルブの翼つばさはこの壁かべに達たっし、かのケルブの翼つばさはかの壁かべに達たっし、他たの二つの翼つばさは宮みやの中なかで互たがいに触ふれ合あった。 28彼かれは金きんをもってそのケルビムをおおった。
    


    
      29彼かれは宮みやの周囲しゅういの壁かべに、内外ないがいの室しつとも皆みなケルビムと、しゅろの木きと、咲さいた花はなの形かたちの彫ほり物ものを刻きざみ、 30宮みやの床ゆかは、内外ないがいの室しつとも金きんでおおった。
    


    
      31本殿ほんでんの入口いりぐちにはオリブの木きのとびらを造つくった。そのとびらの上うえのかまちと脇わき柱ばしらとで五辺へん形けいをなしていた。 32その二つのとびらもオリブの木きであって、ソロモンはその上うえにケルビムと、しゅろの木きと、咲さいた花はなの形かたちを刻きざみ、金きんをもっておおった。すなわちケルビムと、しゅろの木きの上うえに金きんを着きせた。
    


    
      33こうしてソロモンはまた拝殿はいでんの入口いりぐちのためにオリブの木きで四角しかくの形かたちに脇わき柱ばしらを造つくった。 34その二つのとびらはいとすぎであって、一つのとびらは二つにたたむ折おり戸とであり、他たのとびらも二つにたたむ折おり戸とであった。 35ソロモンはその上うえにケルビムと、しゅろの木きと、咲さいた花はなを刻きざみ、金きんをもって彫ほり物ものの上うえを形かたちどおりにおおった。 36また切きり石いし三かさねと、香柏こうはくの角材かくざいひとかさねとをもって内庭うちにわを造つくった。
    


    
      37第だい四年ねんのジフの月つきに主しゅの宮みやの基もといをすえ、 38第だい十一年ねんのブルの月つきすなわち八月がつに、宮みやのすべての部分ぶぶんが設計せっけいどおりに完成かんせいした。ソロモンはこれを建たてるのに七年ねんを要ようした。
    

  


  


  
    第七章


    
      1またソロモンは自分じぶんの家いえを建たてたが、十三年ねんかかってその家いえを全部ぜんぶ建たて終おわった。
    


    
      2彼かれはレバノンの森もりの家いえを建たてた。長ながさ百キュビト、幅はば五十キュビト、高たかさ三十キュビトで、三列れつの香柏こうはくの柱はしらがあり、その柱はしらの上うえに香柏こうはくの梁はりがあった。 3四十五本ほんの柱はしらの上うえにある室しつは香柏こうはくの板いたでおおった。柱はしらは各かく列れつ十五本ほんあった。 4また窓まどわくが三列れつあって、窓まどと窓まどと三段だんに向むかい合あっていた。 5戸口とぐちと窓まどはみな四角しかくの枠わくをもち、窓まどと窓まどと三段だんに向むかい合あった。
    


    
      6また柱はしらの広間ひろまを造つくった。長ながさ五十キュビト、幅はば三十キュビトであった。柱はしらの前まえに一つの広間ひろまがあり、その玄関げんかんに柱はしらとひさしがあった。
    


    
      7またソロモンはみずから審判しんぱんをするために玉座ぎょくざの広間ひろま、すなわち審判しんぱんの広間ひろまを造つくった。床ゆかからたるきまで香柏こうはくをもっておおった。
    


    
      8ソロモンが住すんだ宮殿きゅうでんはその広間ひろまのうしろの他たの庭にわにあって、その造作ぞうさは同おなじであった。ソロモンはまた彼かれがめとったパロの娘むすめのために家いえを建たてたが、その広間ひろまと同おなじであった。
    


    
      9これらはみな内外ないがいとも、土台どだいから軒のきまで、また主しゅの宮みやの庭にわから大庭おおにわまで、寸法すんぽうに合あわせて切きった石いし、すなわち、のこぎりでひいた高価こうかな石いしで造つくられた。 10また土台どだいは高価こうかな石いし、大おおきな石いし、すなわち八キュビトの石いし、十キュビトの石いしであった。 11その上うえには寸法すんぽうに合あわせて切きった高価こうかな石いしと香柏こうはくとがあった。 12また大庭おおにわの周囲しゅういには三かさねの切きり石いしと、一かさねの香柏こうはくの角材かくざいがあった。主しゅの宮みやの内うち庭にわと宮殿きゅうでんの広間ひろまの庭にわの場合ばあいと同おなじである。
    


    
      13ソロモン王おうは人ひとをつかわしてツロからヒラムを呼よんできた。 14彼かれはナフタリの部族ぶぞくの寡婦かふの子こであって、その父ちちはツロの人ひとで、青銅せいどうの細工人さいくにんであった。ヒラムは青銅せいどうのいろいろな細工さいくをする知恵ちえと悟さとりと知識ちしきに満みちた者ものであったが、ソロモン王おうのところにきて、そのすべての細工さいくをした。
    


    
      15彼かれは青銅せいどうの柱はしら二本ほんを鋳いた。一本ぽんの柱はしらの高たかさは十八キュビト、そのまわりは綱つなをもって測はかると十二キュビトあり、指ゆび四本ほんの厚あつさで空洞くうどうであった。他たの柱はしらも同おなじである。 16また青銅せいどうを溶とかして柱頭ちゅうとう二つを造つくり、柱はしらの頂いただきにすえた。その一つの柱頭ちゅうとうの高たかさは五キュビト、他たの柱頭ちゅうとうの高たかさも五キュビトであった。 17柱はしらの頂いただきにある柱頭ちゅうとうのために鎖くさりに編あんだ飾かざりひもで市松いちまつ模様もようの網あみ細工ざいく二つを造つくった。すなわちこの柱頭ちゅうとうのために一つ、かの柱頭ちゅうとうのために一つを造つくった。 18またざくろを造つくった。すなわち二並ならびのざくろを一つの網あみ細工ざいくの上うえのまわりに造つくって、柱はしらの頂いただきにある柱頭ちゅうとうを巻まいた。他たの柱頭ちゅうとうにも同おなじようにした。 19この廊ろうの柱はしらの頂いただきにある柱頭ちゅうとうの上うえに四キュビトのゆりの花はなの細工さいくがあった。 20二つの柱はしらの上端じょうたんの丸まるい突出とっしゅつ部ぶの上うえにある網あみ細工ざいくの柱頭ちゅうとうの周囲しゅういには、おのおの二百のざくろが二並ならびになっていた。 21この柱はしらを神殿しんでんの廊ろうに立たてた。すなわち南みなみに柱はしらを立たてて、その名なをヤキンと名なづけ、北きたに柱はしらを立たてて、その名なをボアズと名なづけた。 22その柱はしらの頂いただきにはゆりの花はなの細工さいくがあった。こうしてその柱はしらの造作ぞうさができあがった。
    


    
      23また海うみを鋳いて造つくった。縁ふちから縁ふちまで十キュビトであって、周囲しゅういは円形えんけいをなし、高たかさ五キュビトで、その周囲しゅういは綱つなをもって測はかると三十キュビトであった。 24その縁ふちの下したには三十キュビトの周囲しゅういをめぐるひさごがあって、海うみの周囲しゅういを囲かこんでいた。そのひさごは二並ならびで、海うみを鋳いる時ときに鋳いたものである。 25その海うみは十二の牛うしの上うえに置おかれ、その三つは北きたに向むかい、三つは西にしに向むかい、三つは南みなみに向むかい、三つは東ひがしに向むかっていた。海うみはその上うえに置おかれ、牛うしのうしろは皆みな内うちに向むかっていた。 26海うみの厚あつさは手ての幅はばで、その縁ふちは杯はいの縁ふちのように、ゆりの花はなに似にせて造つくられた。海うみには水みずが二千バテはいった。
    


    
      27また青銅せいどうの台だいを十個こ造つくった。台だいは長ながさ四キュビト、幅はば四キュビト、高たかさ三キュビトであった。 28その台だいの構造こうぞうは次つぎのとおりである。台だいには鏡板かがみいたがあり、鏡板かがみいたは枠わくの中なかにあった。 29枠わくの中なかにある鏡板かがみいたには、ししと牛うしとケルビムとがあり、また、ししと牛うしの上うえと下したにある枠わくの斜面しゃめんには花はな飾かざりが細工さいくしてあった。 30また台だいにはおのおの四つの青銅せいどうの車輪しゃりんと、青銅せいどうの車軸しゃじくがあり、その四すみには洗盤せんばんのささえがあった。そのささえは、おのおの花はな飾かざりのかたわらに鋳いて造つくりつけてあった。 31その口くちは一キュビト上うえに突つき出でて、台だいの頂いただきの内うちにあり、その口くちは丸まるく、台座だいざのように造つくられ、深ふかさ一キュビト半はんであった。またその口くちには彫ほり物ものがあった。その鏡板かがみいたは四角しかくで、丸まるくなかった。 32四つの車輪しゃりんは鏡板かがみいたの下したにあり、車軸しゃじくは台だいに取とり付つけてあり、車輪しゃりんの高たかさはおのおの一キュビト半はんであった。 33車輪しゃりんの構造こうぞうは戦車せんしゃの車輪しゃりんの構造こうぞうと同おなじで、その車軸しゃじくと縁ふちと輻やと轂こしきとはみな鋳物いものであった。 34おのおのの台だいの四すみに四つのささえがあり、そのささえは台だいの一部いちぶをなしていた。 35台だいの上うえには高たかさ半はんキュビトの丸まるい帯おび輪わがあった。そして台だいの上うえにあるその支柱しちゅうと鏡板かがみいたとはその一部いちぶをなしていた。 36その支柱しちゅうの表面ひょうめんと鏡板かがみいたにはそれぞれの場所ばしょに、ケルビムと、ししと、しゅろを刻きざみ、またその周囲しゅういに花はな飾かざりを施ほどこした。 37このようにして十個この台だいを造つくった。それはみな同おなじ鋳方いかた、同おなじ寸法すんぽう、同おなじ形かたちであった。
    


    
      38また青銅せいどうの洗盤せんばんを十個こ造つくった。洗盤せんばんはおのおの四十バテの水みずがはいり、洗盤せんばんはおのおの四キュビトであった。十個この台だいの上うえにはおのおの一つずつの洗盤せんばんがあった。 39その台だいの五個こを宮みやの南みなみの方ほうに、五個こを宮みやの北きたの方ほうに置おき、宮みやの東南とうなんの方ほうに海うみをすえた。
    


    
      40ヒラムはまたつぼと十能じゅうのうと鉢はちを造つくった。こうしてヒラムはソロモン王おうのために主しゅの宮みやのすべての細工さいくをなし終おえた。 41すなわち二本ほんの柱はしらと、その柱はしらの頂いただきにある柱頭ちゅうとうの二つの玉たまと、柱はしらの頂いただきにある柱頭ちゅうとうの二つの玉たまをおおう二つの網あみ細工ざいくと、 42その二つの網あみ細工ざいくのためのざくろ四百。このざくろは一つの網あみ細工ざいくに、二並ならびにつけて、柱はしらの頂いただきにある柱頭ちゅうとうの二つの玉たまを巻まいた。 43また十個この台だいと、その台だいの上うえの十個この洗盤せんばんと、 44一つの海うみと、その海うみの下したの十二の牛うしとであった。
    


    
      45さてつぼと十能じゅうのうと鉢はち、すなわちヒラムがソロモン王おうのために造つくった主しゅの宮みやのこれらの器うつわはみな光ひかりのある青銅せいどうであった。 46王おうはヨルダンの低地ていちで、スコテとザレタンの間あいだの粘土ねんどの地ちでこれらを鋳いた。 47ソロモンはその器うつわが非常ひじょうに多おおかったので、皆みなそれをはからずにおいた。その青銅せいどうの重おもさは、はかり得えなかった。
    


    
      48またソロモンは主しゅの宮みやにあるもろもろの器うつわを造つくった。すなわち金きんの祭壇さいだんと、供そなえのパンを載のせる金きんの机つくえ、 49および純金じゅんきんの燭台しょくだい。この燭台しょくだいは本殿ほんでんの前まえに、五つは南みなみに、五つは北きたにあった。また金きんの花はなと、ともしび皿さらと、心こころかきと、 50純金じゅんきんの皿さらと、心切しんきりばさみと、鉢はちと、香こうの杯はいと、心取しんとり皿ざらと、至聖所しせいじょである宮みやの奥おくのとびらのためおよび、宮みやの拝殿はいでんのとびらのために、金きんのひじつぼを造つくった。
    


    
      51こうしてソロモン王おうが主しゅの宮みやのために造つくるすべての細工さいくは終おわった。そしてソロモンは父ちちダビデがささげた物もの、すなわち金銀きんぎんおよび器物うつわものを携たずさえ入はいり、主しゅの宮みやの宝蔵ほうぞうの中なかにたくわえた。
    

  


  


  
    第八章


    
      1ソロモンは主しゅの契約けいやくの箱はこをダビデの町まち、すなわちシオンからかつぎ上のぼろうとして、イスラエルの長老ちょうろうたちと、すべての部族ぶぞくのかしらたちと、イスラエルの人々ひとびとの氏族しぞくの長ちょうたちをエルサレムでソロモン王おうのもとに召めし集あつめた。 2イスラエルの人ひとは皆みなエタニムの月つきすなわち七月がつの祭まつりにソロモン王おうのもとに集あつまった。 3イスラエルの長老ちょうろうたちが皆みな来きたので、祭司さいしたちは箱はこを取とりあげた。 4そして彼かれらは主しゅの箱はこと、会見かいけんの幕屋まくやと、幕屋まくやにあるすべての聖せいなる器うつわをかつぎ上のぼった。すなわち祭司さいしとレビびとがこれらの物ものをかつぎ上のぼった。 5ソロモン王おうおよび彼かれのもとに集あつまったイスラエルの会衆かいしゅうは皆みな彼かれと共ともに箱はこの前まえで、羊ひつじと牛うしをささげたが、その数かずが多おおくて調しらべることも数かぞえることもできなかった。 6祭司さいしたちは主しゅの契約けいやくの箱はこをその場所ばしょにかつぎ入いれた。すなわち宮みやの本殿ほんでんである至聖所しせいじょのうちのケルビムの翼つばさの下したに置おいた。 7ケルビムは翼つばさを箱はこの所ところに伸のべていたので、ケルビムは上うえから箱はことそのさおをおおった。 8さおは長ながかったので、さおの端はしが本殿ほんでんの前まえの聖所せいじょから見みえた。しかし外そとには見みえなかった。そのさおは今日こんにちまでそこにある。 9箱はこの内うちには二つの石いしの板いたのほか何なにもなかった。これはイスラエルの人々ひとびとがエジプトの地ちから出でたとき、主しゅが彼かれらと契約けいやくを結むすばれたときに、モーセがホレブで、それに納おさめたものである。 10そして祭司さいしたちが聖所せいじょから出でたとき、雲くもが主しゅの宮みやに満みちたので、 11祭司さいしたちは雲くものために立たって仕つかえることができなかった。主しゅの栄光えいこうが主しゅの宮みやに満みちたからである。
    


    
      12そこでソロモンは言いった、

      
        「主しゅは日ひを天てんに置おかれた。

        しかも主しゅは自みずから濃こき雲くもの中なかに住すまおうと言いわれた。

        13わたしはあなたのために高たかき家いえ、

        とこしえのみすまいを建たてた」。

      
14王おうは身みをめぐらして、イスラエルのすべての会衆かいしゅうを祝福しゅくふくした。その時ときイスラエルのすべての会衆かいしゅうは立たっていた。 15彼かれは言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはほむべきかな。主しゅはその口くちをもってわたしの父ちちダビデに約束やくそくされたことを、その手てをもってなし遂とげられた。主しゅは言いわれた、 16『わが民たみイスラエルをエジプトから導みちびき出だした日ひから、わたしはわたしの名なを置おくべき宮みやを建たてるために、イスラエルのもろもろの部族ぶぞくのうちから、どの町まちをも選えらんだことがなかった。ただダビデを選えらんで、わが民たみイスラエルの上うえに立たたせた』と。 17イスラエルの神かみ、主しゅの名なのために宮みやを建たてることは、わたしの父ちちダビデの心こころにあった。 18しかし主しゅはわたしの父ちちダビデに言いわれた、『わたしの名なのために宮みやを建たてることはあなたの心こころにあった。あなたの心こころにこの事ことのあったのは結構けっこうである。 19けれどもあなたはその宮みやを建たててはならない。あなたの身みから出でるあなたの子こがわたしの名なのために宮みやを建たてるであろう』と。 20そして主しゅはその言いわれた言葉ことばを行おこなわれた。すなわちわたしは父ちちダビデに代かわって立たち、主しゅが言いわれたように、イスラエルの位くらいに座ざし、イスラエルの神かみ、主しゅの名なのために宮みやを建たてた。 21わたしはまたそこに主しゅの契約けいやくを納おさめた箱はこのために一つの場所ばしょを設もうけた。その契約けいやくは主しゅがわれわれの先祖せんぞをエジプトの地ちから導みちびき出だされた時ときに、彼かれらと結むすばれたものである」。
    


    
      22ソロモンはイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうの前まえで、主しゅの祭壇さいだんの前まえに立たち、手てを天てんに伸のべて、 23言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅよ、上うえの天てんにも、下したの地ちにも、あなたのような神かみはありません。あなたは契約けいやくを守まもられ、心こころをつくしてあなたの前まえに歩あゆむあなたのしもべらに、いつくしみを施ほどこし、 24あなたのしもべであるわたしの父ちちダビデに約束やくそくされたことを守まもられました。あなたが口くちをもって約束やくそくされたことを、手てをもってなし遂とげられたことは、今日こんにち見みるとおりであります。 25それゆえ、イスラエルの神かみ、主しゅよ、あなたのしもべであるわたしの父ちちダビデに、あなたが約束やくそくして『おまえがわたしの前まえに歩あゆんだように、おまえの子孫しそんが、その道みちを慎つつしんで、わたしの前まえに歩あゆむならば、おまえにはイスラエルの位くらいに座ざする人ひとが、わたしの前まえに欠かけることはないであろう』と言いわれたことを、ダビデのために守まもってください。 26イスラエルの神かみよ、どうぞ、あなたのしもべであるわたしの父ちちダビデに言いわれた言葉ことばを確認かくにんしてください。
    


    
      27しかし神かみは、はたして地上ちじょうに住すまわれるでしょうか。見みよ、天てんも、いと高たかき天てんもあなたをいれることはできません。ましてわたしの建たてたこの宮みやはなおさらです。 28しかしわが神かみ、主しゅよ、しもべの祈いのりと願ねがいを顧かえりみて、しもべがきょう、あなたの前まえにささげる叫さけびと祈いのりをお聞ききください。 29あなたが『わたしの名なをそこに置おく』と言いわれた所ところ、すなわち、この宮みやに向むかって夜昼よるひるあなたの目めをお開ひらきください。しもべがこの所ところに向むかって祈いのる祈いのりをお聞ききください。 30しもべと、あなたの民たみイスラエルがこの所ところに向むかって祈いのる時ときに、その願ねがいをお聞ききください。あなたのすみかである天てんで聞きき、聞きいておゆるしください。
    


    
      31もし人ひとがその隣となり人びとに対たいして罪つみを犯おかし、誓ちかいをすることを求もとめられる時とき、来きてこの宮みやであなたの祭壇さいだんの前まえに誓ちかうならば、 32あなたは天てんで聞きいて行おこない、あなたのしもべらをさばき、悪人あくにんを罰ばっして、そのおこないの報むくいをそのこうべに帰きし、義人ぎじんを義ぎとして、その義ぎにしたがって、その人ひとに報むくいてください。
    


    
      33もしあなたの民たみイスラエルが、あなたに対たいして罪つみを犯おかしたために敵てきの前まえに敗やぶれた時とき、あなたに立たち返かえって、あなたの名なをあがめ、この宮みやであなたに祈いのり願ねがうならば、 34あなたは天てんにあって聞きき、あなたの民たみイスラエルの罪つみをゆるして、あなたが彼かれらの先祖せんぞに賜たまわった地ちに彼かれらを帰かえらせてください。
    


    
      35もし彼かれらがあなたに罪つみを犯おかしたために、天てんが閉とざされて雨あめがなく、あなたが彼かれらを苦くるしめられる時とき、彼かれらがこの所ところに向むかって祈いのり、あなたの名なをあがめ、その罪つみを離はなれるならば、 36あなたは天てんで聞きき、あなたのしもべ、あなたの民たみイスラエルの罪つみをゆるし、彼かれらに歩あゆむべき良よい道みちを教おしえて、あなたが、あなたの民たみに嗣し業ぎょうとして与あたえられた地ちに雨あめを降ふらせてください。
    


    
      37もし国くににききんがあるか、もしくは疫病えきびょう、立たち枯がれ、腐くさり穂ほ、いなご、青虫あおむしがあるか、もしくは敵てきのために町まちの中なかに攻せめ囲かこまれることがあるか、どんな災害さいがい、どんな病気びょうきがあっても、 38もし、だれでも、あなたの民たみイスラエルがみな、おのおのその心こころの悩なやみを知しって、この宮みやに向むかい、手てを伸のべるならば、どんな祈いのり、どんな願ねがいでも、 39あなたは、あなたのすみかである天てんで聞きいてゆるし、かつ行おこない、おのおのの人ひとに、その心こころを知しっておられるゆえ、そのすべての道みちにしたがって報むくいてください。ただ、あなただけ、すべての人ひとの心こころを知しっておられるからです。 40あなたが、われわれの先祖せんぞに賜たまわった地ちに、彼かれらの生いきながらえる日ひの間あいだ、常つねにあなたを恐おそれさせてください。
    


    
      41またあなたの民たみイスラエルの者ものでなく、あなたの名なのために遠とおい国くにから来くる異邦人いほうじんが、 42——それは彼かれらがあなたの大おおいなる名なと、強つよい手てと、伸のべた腕うでとについて聞きき及およぶからです、——もしきて、この宮みやに向むかって祈いのるならば、 43あなたは、あなたのすみかである天てんで聞きき、すべて異邦人いほうじんがあなたに呼よび求もとめることをかなえさせてください。そうすれば、地ちのすべての民たみは、あなたの民たみイスラエルのように、あなたの名なを知しり、あなたを恐おそれ、またわたしが建たてたこの宮みやがあなたの名なによって呼よばれることを知しるにいたるでしょう。
    


    
      44あなたの民たみが敵てきと戦たたかうために、あなたがつかわされる道みちを通とおって出でて行いくとき、もし彼かれらがあなたの選えらばれた町まち、わたしがあなたの名なのために建たてた宮みやの方ほうに向むかって、主しゅに祈いのるならば、 45あなたは天てんで、彼かれらの祈いのりと願ねがいを聞きいて彼かれらをお助たすけください。
    


    
      46彼かれらがあなたに対たいして罪つみを犯おかすことがあって、——人ひとは罪つみを犯おかさない者ものはないのです、——あなたが彼かれらを怒いかり、彼かれらを敵てきにわたし、敵てきが彼かれらを捕虜ほりょとして遠近えんきんにかかわらず、敵てきの地ちに引ひいて行いく時とき、 47もし彼かれらが捕とらわれていった地ちで、みずから省かえりみて悔くい、自分じぶんを捕とらえていった者ものの地ちで、あなたに願ねがい、『われわれは罪つみを犯おかしました、そむいて悪あくを行おこないました』と言いい、 48自分じぶんを捕とらえていった敵てきの地ちで、心こころをつくし、精神せいしんをつくしてあなたに立たち返かえり、あなたが彼かれらの先祖せんぞに与あたえられた地ち、あなたが選えらばれた町まち、わたしがあなたの名なのために建たてた宮みやの方ほうに向むかって、あなたに祈いのるならば、 49あなたのすみかである天てんで、彼かれらの祈いのりと願ねがいを聞きいて、彼かれらを助たすけ、 50あなたの民たみが、あなたに対たいして犯おかした罪つみと、あなたに対たいして行いったすべてのあやまちをゆるし、彼かれらを捕とらえていった者ものの前まえで、彼かれらにあわれみを得えさせ、その人々ひとびとが彼かれらをあわれむようにしてください。 51（彼かれらはあなたがエジプトから、鉄てつのかまどの中なかから導みちびき出だされたあなたの民たみ、あなたの嗣し業ぎょうであるからです）。 52どうぞ、しもべの願ねがいと、あなたの民たみイスラエルの願ねがいに、あなたの目めを開ひらき、すべてあなたに呼よび求もとめる時とき、彼かれらの願ねがいをお聞ききください。 53あなたは彼かれらを地ちのすべての民たみのうちから区く別べっして、あなたの嗣し業ぎょうとされたからです。主しゅなる神かみよ、あなたがわれわれの先祖せんぞをエジプトから導みちびき出だされた時とき、モーセによって言いわれたとおりです」。
    


    
      54ソロモンはこの祈いのりと願ねがいをことごとく主しゅにささげ終おわると、それまで天てんに向むかって手てを伸のべ、ひざまずいていた主しゅの祭壇さいだんの前まえから立たちあがり、 55立たって大声おおごえでイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうを祝福しゅくふくして言いった、 56「主しゅはほむべきかな。主しゅはすべて約束やくそくされたように、その民たみイスラエルに太平たいへいを賜たまわった。そのしもべモーセによって仰おおせられたその良よき約束やくそくは皆みな一つもたがわなかった。 57われわれの神かみがわれわれの先祖せんぞと共ともにおられたように、われわれと共ともにおられるように。われわれを離はなれず、またわれわれを見捨みすてられないように。 58われわれの心こころを主しゅに傾かたむけて、主しゅのすべての道みちに歩あゆませ、われわれの先祖せんぞに命めいじられた戒いましめと定さだめと、おきてとを守まもらせられるように。 59主しゅの前まえにわたしが述のべたこれらの願ねがいの言葉ことばが、日夜にちやわれわれの神かみ、主しゅに覚おぼえられるように。そして主しゅは日々ひびの事ことに、しもべを助たすけ、主しゅの民たみイスラエルを助たすけられるように。 60そうすれば、地ちのすべての民たみは主しゅが神かみであることと、他ほかに神かみのないことを知しるに至いたるであろう。 61それゆえ、あなたがたは、今日こんにちのようにわれわれの神かみ、主しゅに対たいして、心こころは全まったく真実しんじつであり、主しゅの定さだめに歩あゆみ、主しゅの戒いましめを守まもらなければならない」。
    


    
      62そして王おうおよび王おうと共ともにいるすべてのイスラエルびとは主しゅの前まえに犠牲ぎせいをささげた。 63ソロモンは酬恩祭しゅうおんさいとして牛うし二万二千頭とう、羊ひつじ十二万頭とうを主しゅにささげた。こうして王おうとイスラエルの人々ひとびとは皆みな主しゅの宮みやを奉献ほうけんした。 64その日ひ、王おうは主しゅの宮みやの前まえにある庭にわの中なかを聖別せいべつし、その所ところで燔祭はんさいと素祭そさいと酬恩祭しゅうおんさいの脂肪しぼうをささげた。これは主しゅの前まえにある青銅せいどうの祭壇さいだんが素祭そさいと酬恩祭しゅうおんさいの脂肪しぼうとを受うけるに足たりなかったからである。
    


    
      65その時ときソロモンは七日なぬかの間あいだわれわれの神かみ、主しゅの前まえに祭まつりを行おこなった。ハマテの入口いりぐちからエジプトの川かわに至いたるまでのすべてのイスラエルびとの大おおいなる会衆かいしゅうが彼かれと共ともにいた。 66八日か目めにソロモンは民たみを帰かえらせた。民たみは王おうを祝福しゅくふくし、主しゅがそのしもべダビデと、その民たみイスラエルとに施ほどこされたもろもろの恵めぐみを喜よろこび、心こころに楽たのしんでその天幕てんまくに帰かえって行いった。
    

  


  


  
    第九章


    
      1ソロモンが主しゅの宮みやと王おうの宮殿きゅうでんおよびソロモンが建たてようと望のぞんだすべてのものを建たて終おわった時とき、 2主しゅはかつてギベオンでソロモンに現あらわれられたように再ふたたび現あらわれて、 3彼かれに言いわれた、「あなたが、わたしの前まえに願ねがった祈いのりと願ねがいとを聞きいた。わたしはあなたが建たてたこの宮みやを聖別せいべつして、わたしの名なを永久えいきゅうにそこに置おく。わたしの目めと、わたしの心こころは常つねにそこにあるであろう。 4あなたがもし、あなたの父ちちダビデが歩あゆんだように全まったき心こころをもって正ただしくわたしの前まえに歩あゆみ、すべてわたしが命めいじたようにおこなって、わたしの定さだめと、おきてとを守まもるならば、 5わたしは、あなたの父ちちダビデに約束やくそくして『イスラエルの王位おういにのぼる人ひとがあなたに欠かけることはないであろう』と言いったように、あなたのイスラエルに王おうたる位くらいをながく確保かくほするであろう。 6しかし、あなたがた、またはあなたがたの子孫しそんがそむいてわたしに従したがわず、わたしがあなたがたの前まえに置おいた戒いましめと定さだめとを守まもらず、他たの神々かみがみに行いって、それに仕つかえ、それを拝おがむならば、 7わたしはイスラエルを、わたしが与あたえた地ちのおもてから断たつであろう。またわたしの名なのために聖別せいべつした宮みやをわたしの前まえから投なげすてるであろう。そしてイスラエルはもろもろの民たみのうちにことわざとなり、笑わらい草ぐさとなるであろう。 8かつ、この宮みやは荒塚あらつかとなり、そのかたわらを過すぎる者ものは皆みな驚おどろき、うそぶいて『なにゆえ、主しゅはこの地ちと、この宮みやとにこのようにされたのか』と言いうであろう。 9その時とき人々ひとびとは答こたえて『彼かれらは自分じぶんの先祖せんぞをエジプトの地ちから導みちびき出だした彼かれらの神かみ、主しゅを捨すてて、他たの神々かみがみにつき従したがい、それを拝おがみ、それに仕つかえたために、主しゅはこのすべての災わざわいを彼かれらの上うえに下くだしたのである』と言いうであろう」。
    


    
      10ソロモンは二十年ねんを経へて二つの家いえすなわち主しゅの宮みやと王おうの宮殿きゅうでんとを建たて終おわった時とき、 11ツロの王おうヒラムがソロモンの望のぞみに任まかせて香柏こうはくと、いとすぎと、金きんとを供給きょうきゅうしたので、ソロモン王おうはガリラヤの地ちの町まち二十をヒラムに与あたえた。 12しかしヒラムがツロから来きて、ソロモンが彼かれに与あたえた町々まちまちを見みたとき、それらは彼かれの気きにいらなかったので、 13彼かれは、「兄弟きょうだいよ、あなたがくださったこれらの町々まちまちは、いったいなんですか」と言いった。それで、そこは今日こんにちまでカブルの地ちと呼よばれている。 14ヒラムはかつて金きん百二十タラントを王おうに贈おくった。
    


    
      15ソロモン王おうが強制的きょうせいてきに労働者ろうどうしゃを徴募ちょうぼしたのはこうである。すなわち主しゅの宮みやと自分じぶんの宮殿きゅうでんと、ミロとエルサレムの城壁じょうへきと、ハゾルとメギドとゲゼルを建たてるためであった。 16（エジプトの王おうパロはかつて上のぼってきて、ゲゼルを取とり、火ひでこれを焼やき、その町まちに住すんでいたカナンびとを殺ころし、これをソロモンの妻つまである自分じぶんの娘むすめに与あたえて婚姻こんいんの贈おくり物ものとしたので、 17ソロモンはそのゲゼルを建たて直なおした）。またまた下したベテホロンと、 18バアラテとユダの国くにの荒野あらのにあるタマル、 19およびソロモンが持もっていた倉庫そうこの町々まちまち、戦車せんしゃの町々まちまち、騎兵きへいの町々まちまちならびにソロモンがエルサレム、レバノンおよびそのすべての領地りょうちにおいて建たてようと望のぞんだものをことごとく建たてるためであった。 20すべてイスラエルの子孫しそんでないアモリびと、ヘテびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの残のこった者もの、 21その地ちにあって彼かれらのあとに残のこった子孫しそんすなわちイスラエルの人々ひとびとの滅ほろぼしつくすことのできなかった者ものを、ソロモンは強制的きょうせいてきに奴隷どれいとして徴募ちょうぼをおこない、今日こんにちに至いたっている。 22しかしイスラエルの人々ひとびとをソロモンはひとりも奴隷どれいとしなかった。彼かれらは軍人ぐんじん、また彼かれの役人やくにん、司令しれい官かん、指揮しき官かん、戦車せんしゃ隊長たいちょう、騎兵隊きへいたい長ちょうであったからである。
    


    
      23ソロモンの工事こうじを監督かんとくする上役うわやくの官吏かんりは五百五十人にんであって、工事こうじに働はたらく民たみを治おさめた。
    


    
      24パロの娘むすめはダビデの町まちから上のぼって、ソロモンが彼女かのじょのために建たてた家いえに住すんだ。その時ときソロモンはミロを建たてた。
    


    
      25ソロモンは主しゅのために築きずいた祭壇さいだんの上うえに年ねんに三度ど燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいをささげ、また主しゅの前まえに香こうをたいた。こうしてソロモンは宮みやを完成かんせいした。
    


    
      26ソロモン王おうはエドムの地ち、紅海こうかいの岸きしのエラテに近ちかいエジオン・ゲベルで数隻すうせきの船ふねを造つくった。 27ヒラムは海うみの事ことを知しっている船員せんいんであるそのしもべをソロモンのしもべと共ともにその船ふねでつかわした。 28彼かれらはオフルへ行いって、そこから金きん四百二十タラントを取とって、ソロモン王おうの所ところにもってきた。
    

  


  


  
    第十章


    
      1シバの女王じょおうは主しゅの名なにかかわるソロモンの名声めいせいを聞きいたので、難問なんもんをもってソロモンを試こころみようとたずねてきた。 2彼女かのじょは多おおくの従者じゅうしゃを連つれ、香料こうりょうと、たくさんの金きんと宝石ほうせきとをらくだに負おわせてエルサレムにきた。彼女かのじょはソロモンのもとにきて、その心こころにあることをことごとく彼かれに告つげたが、 3ソロモンはそのすべての問といに答こたえた。王おうが知しらないで彼女かのじょに説明せつめいのできないことは一つもなかった。 4シバの女王じょおうはソロモンのもろもろの知恵ちえと、ソロモンが建たてた宮殿きゅうでん、 5その食卓しょくたくの食物しょくもつと、列座れつざの家来けらいたちと、その侍臣じしんたちの伺候しこうぶり、彼かれらの服装ふくそうと、彼かれの給仕きゅうじたち、および彼かれが主しゅの宮みやでささげる燔祭はんさいを見みて、全まったく気きを奪うばわれてしまった。
    


    
      6彼女かのじょは王おうに言いった、「わたしが国くにであなたの事ことと、あなたの知恵ちえについて聞きいたことは真実しんじつでありました。 7しかしわたしがきて、目めに見みるまでは、その言葉ことばを信しんじませんでしたが、今見いまみるとその半分はんぶんもわたしは知しらされていなかったのです。あなたの知恵ちえと繁栄はんえいはわたしが聞きいたうわさにまさっています。 8あなたの奥方おくがたたちはさいわいです。常つねにあなたの前まえに立たって、あなたの知恵ちえを聞きく家来けらいたちはさいわいです。 9あなたの神かみ、主しゅはほむべきかな。主しゅはあなたを喜よろこび、あなたをイスラエルの位くらいにのぼらせられました。主しゅは永久えいきゅうにイスラエルを愛あいせられるゆえ、あなたを王おうとして公道こうどうと正義せいぎとを行おこなわせられるのです」。 10そして彼女かのじょは金きん百二十タラントおよび多おおくの香料こうりょうと宝石ほうせきとを王おうに贈おくった。シバの女王じょおうがソロモン王おうに贈おくったような多おおくの香料こうりょうは再ふたたびこなかった。
    


    
      11オフルから金きんを載のせてきたヒラムの船ふねは、またオフルからたくさんのびゃくだんの木きと宝石ほうせきとを運はこんできたので、 12王おうはびゃくだんの木きをもって主しゅの宮みやと王おうの宮殿きゅうでんのために壁へき柱ちゅうを造つくり、また歌うたう人々ひとびとのために琴ことと立琴たてごととを造つくった。このようなびゃくだんの木きは、かつてきたこともなく、また今日こんにちまで見みたこともなかった。
    


    
      13ソロモン王おうはその豊ゆたかなのにしたがってシバの女王じょおうに贈おくり物ものをしたほかに、彼女かのじょの望のぞみにまかせて、すべてその求もとめる物ものを贈おくった。そして彼女かのじょはその家来けらいたちと共ともに自分じぶんの国くにへ帰かえっていった。
    


    
      14さて一年ねんの間あいだにソロモンのところに、はいってきた金きんの目方めかたは六百六十六タラントであった。 15そのほかに貿易ぼうえき商しょうおよび商人しょうにんの取引とりひき、ならびにアラビヤの諸王しょおうと国くにの代官だいかんたちからも、はいってきた。 16ソロモン王おうは延金のべきんの大盾おおだて二百を造つくった。その大盾おおだてにはおのおの六百シケルの金きんを用もちいた。 17また延金のべきんの小盾こだて三百を造つくった。その小盾こだてにはおのおの三ミナの金きんを用もちいた。王おうはこれらをレバノンの森もりの家いえに置おいた。 18王おうはまた大おおきな象牙ぞうげの玉座ぎょくざを造つくり、純金じゅんきんをもってこれをおおった。 19その玉座ぎょくざに六つの段だんがあり、玉座ぎょくざの後のちに子こ牛うしの頭あたまがあり、座席ざせきの両側りょうがわにひじ掛かけがあって、ひじ掛かけのわきに二つのししが立たっていた。 20また六つの段だんのおのおのの両側りょうがわに十二のししが立たっていた。このような物ものはどこの国くにでも造つくられたことがなかった。 21ソロモン王おうが飲のむときに用もちいた器うつわは皆みな金きんであった。またレバノンの森もりの家いえの器うつわも皆みな純金じゅんきんであって、銀ぎんのものはなかった。銀ぎんはソロモンの世よには顧かえりみられなかった。 22これは王おうが海うみにタルシシの船隊せんたいを所有しょゆうして、ヒラムの船隊せんたいと一緒いっしょに航海こうかいさせ、タルシシの船隊せんたいに三年ねんに一度ど、金きん、銀ぎん、象牙ぞうげ、さる、くじゃくを載のせてこさせたからである。
    


    
      23このようにソロモン王おうは富とみも知恵ちえも、地ちのすべての王おうにまさっていたので、 24全ぜん地ちの人々ひとびとは神かみがソロモンの心こころに授さづけられた知恵ちえを聞きこうとしてソロモンに謁見えっけんを求もとめた。 25人々ひとびとはおのおの贈おくり物ものを携たずさえてきた。すなわち銀ぎんの器うつわ、金きんの器うつわ、衣服いふく、没薬もつやく、香料こうりょう、馬うま、騾馬らばなど年々ねんねん定さだまっていた。
    


    
      26ソロモンは戦車せんしゃと騎兵きへいとを集あつめたが、戦車せんしゃ一千四百両りょう、騎兵きへい一万二千あった。ソロモンはこれを戦車せんしゃの町まちとエルサレムの王おうのもとに置おいた。 27王おうはエルサレムで、銀ぎんを石いしのように用もちい、香柏こうはくを平地へいちにあるいちじく桑くわのように多おおく用もちいた。 28ソロモンが馬うまを輸入ゆにゅうしたのはエジプトとクエからであった。すなわち王おうの貿易ぼうえき商しょうはクエから代価だいかを払はらって受うけ取とってきた。 29エジプトから輸入ゆにゅうされる戦車せんしゃ一両りょうは銀ぎん六百シケル、馬うまは百五十シケルであった。このようにして、これらのものが王おうの貿易ぼうえき商しょうによって、ヘテびとのすべての王おうたちおよびスリヤの王おうたちに輸出ゆしゅつされた。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1ソロモン王おうは多おおくの外国がいこくの女おんなを愛あいした。すなわちパロの娘むすめ、モアブびと、アンモンびと、エドムびと、シドンびと、ヘテびとの女おんなを愛あいした。 2主しゅはかつてこれらの国民こくみんについて、イスラエルの人々ひとびとに言いわれた、「あなたがたは彼かれらと交まじわってはならない。彼かれらもまたあなたがたと交まじわってはならない。彼かれらは必かならずあなたがたの心こころを転てんじて彼かれらの神々かみがみに従したがわせるからである」。しかしソロモンは彼かれらを愛あいして離はなれなかった。 3彼かれには王妃おうひとしての妻つま七百人にん、そばめ三百人にんがあった。その妻つまたちが彼かれの心こころを転てんじたのである。 4ソロモンが年老としおいた時とき、その妻つまたちが彼かれの心こころを転てんじて他たの神々かみがみに従したがわせたので、彼かれの心こころは父ちちダビデの心こころのようには、その神かみ、主しゅに真実しんじつでなかった。 5これはソロモンがシドンびとの女神めがみアシタロテに従したがい、アンモンびとの神かみである憎にくむべき者ものミルコムに従したがったからである。 6このようにソロモンは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、父ちちダビデのように全まったくは主しゅに従したがわなかった。 7そしてソロモンはモアブの神かみである憎にくむべき者ものケモシのために、またアンモンの人々ひとびとの神かみである憎にくむべき者ものモレクのためにエルサレムの東ひがしの山やまに高たかき所ところを築きずいた。 8彼かれはまた外国がいこくのすべての妻つまたちのためにもそうしたので、彼女かのじょたちはその神々かみがみに香こうをたき、犠牲ぎせいをささげた。
    


    
      9このようにソロモンの心こころが転てんじて、イスラエルの神かみ、主しゅを離はなれたため、主しゅは彼かれを怒いかられた。すなわち主しゅがかつて二度ど彼かれに現あらわれ、 10この事ことについて彼かれに、他たの神々かみがみに従したがってはならないと命めいじられたのに、彼かれは主しゅの命めいじられたことを守まもらなかったからである。 11それゆえ、主しゅはソロモンに言いわれた、「これがあなたの本心ほんしんであり、わたしが命めいじた契約けいやくと定さだめとを守まもらなかったので、わたしは必かならずあなたから国くにを裂さき離はなして、それをあなたの家来けらいに与あたえる。 12しかしあなたの父ちちダビデのために、あなたの世よにはそれをしないが、あなたの子この手てからそれを裂さき離はなす。 13ただし、わたしは国くにをことごとくは裂さき離はなさず、わたしのしもべダビデのために、またわたしが選えらんだエルサレムのために一つの部族ぶぞくをあなたの子こに与あたえるであろう」。
    


    
      14こうして主しゅはエドムびとハダデを起おこして、ソロモンの敵てきとされた。彼かれはエドムの王おう家いえの者ものであった。 15さきにダビデはエドムにいたが、軍ぐんの長ちょうヨアブが上のぼっていって、戦死せんしした者ものを葬ほうむり、エドムの男子だんしをことごとく打うち殺ころした時とき、 16（ヨアブはイスラエルの人々ひとびとと共ともに六か月げつそこにとどまって、エドムの男子だんしをことごとく断たった）。 17ハダデはその父ちちのしもべである数人すうにんのエドムびとと共ともに逃にげてエジプトへ行いこうとした。その時ときハダデはまだ少年しょうねんであった。 18彼かれらがミデアンを立たってパランへ行いき、パランから人々ひとびとを伴ともなってエジプトへ行いき、エジプトの王おうパロのところへ行いくと、パロは彼かれに家いえを与あたえ、食糧しょくりょうを定さだめ、かつ土地とちを与あたえた。 19ハダデは大おおいにパロの心こころにかなったので、パロは自分じぶんの妻つまの妹いもうとすなわち王妃おうひタペネスの妹いもうとを妻つまとして彼かれに与あたえた。 20タペネスの妹いもうとは彼かれに男おとこの子こゲヌバテを産うんだので、タペネスはその子こをパロの家いえのうちで乳離ちばなれさせた。ゲヌバテはパロの家いえで、パロの子こどもたちと一緒いっしょにいた。 21さてハダデはエジプトで、ダビデがその先祖せんぞと共ともに眠ねむったことと、軍ぐんの長ちょうヨアブが死しんだことを聞きいたので、ハダデはパロに言いった、「わたしを去さらせて、国くにへ帰かえらせてください」。 22パロは彼かれに言いった、「わたしと共ともにいて、なんの不足ふそくがあって国くにへ帰かえることを求もとめるのですか」。彼かれは言いった、「ただ、わたしを帰かえらせてください」。
    


    
      23神かみはまたエリアダの子こレゾンを起おこしてソロモンの敵てきとされた。彼かれはその主人しゅじんゾバの王おうハダデゼルのもとを逃にげ去さった者ものであった。 24ダビデがゾバの人々ひとびとを殺ころした後のち、彼かれは人々ひとびとを自分じぶんのまわりに集あつめて略奪りゃくだつ隊たいの首領しゅりょうとなった。彼かれらはダマスコへ行いって、そこに住すみ、ダマスコで彼かれを王おうとした。 25彼かれはソロモンの一生いっしょうの間あいだ、イスラエルの敵てきとなって、ハダデがしたように害がいをなし、イスラエルを憎にくんでスリヤを治おさめた。
    


    
      26ゼレダのエフライムびとネバテの子こヤラベアムはソロモンの家来けらいであったが、その母ははの名なはゼルヤといって寡婦かふであった。彼かれもまたその手てをあげて王おうに敵てきした。 27彼かれが手てをあげて、王おうに敵てきした事情じじょうはこうである。ソロモンはミロを築きずき、父ちちダビデの町まちの破やぶれ口くちをふさいでいた。 28ヤラベアムは非常ひじょうに手腕しゅわんのある人ひとであったが、ソロモンはこの若者わかものがよく働はたらくのを見みて、彼かれにヨセフの家いえのすべての強制きょうせい労働ろうどうの監督かんとくをさせた。 29そのころ、ヤラベアムがエルサレムを出でたとき、シロびとである預言者よげんしゃアヒヤが道みちで彼かれに会あった。アヒヤは新あたらしい着物きものを着きていた。そして彼かれらふたりだけが野のにいた。 30アヒヤは着きている着物きものをつかんで、それを十二切きれに裂さき、 31ヤラベアムに言いった、「あなたは十切きれを取とりなさい。イスラエルの神かみ、主しゅはこう言いわれる、『見みよ、わたしは国くにをソロモンの手てから裂さき離はなして、あなたに十部族ぶぞくを与あたえよう。 32（ただし彼かれはわたしのしもべダビデのために、またわたしがイスラエルのすべての部族ぶぞくのうちから選えらんだ町まちエルサレムのために、一つの部族ぶぞくをもつであろう）。 33それは彼かれがわたしを捨すてて、シドンびとの女神めがみアシタロテと、モアブの神かみケモシと、アンモンの人々ひとびとの神かみミルコムを拝おがみ、父ちちダビデのように、わたしの道みちに歩あゆんで、わたしの目めにかなう事ことを行おこない、わたしの定さだめと、おきてを守まもることをしなかったからである。 34しかし、わたしは国くにをことごとくは彼かれの手てから取とらない。わたしが選えらんだ、わたしのしもべダビデが、わたしの命令めいれいと定さだめとを守まもったので、わたしは彼かれのためにソロモンを一生いっしょうの間あいだ、君きみとしよう。 35そして、わたしはその子この手てから国くにを取とって、その十部族ぶぞくをあなたに与あたえる。 36その子こには一つの部族ぶぞくを与あたえて、わたしの名なを置おくために選えらんだ町まちエルサレムで、わたしのしもべダビデに、わたしの前まえに常つねに一つのともしびを保たもたせるであろう。 37わたしがあなたを選えらび、あなたはすべて心こころの望のぞむところを治おさめて、イスラエルの上うえに王おうとなるであろう。 38もし、あなたが、わたしの命めいじるすべての事ことを聞きいて、わたしの道みちに歩あゆみ、わたしの目めにかなう事ことを行おこない、わたしのしもべダビデがしたように、わたしの定さだめと戒いましめとを守まもるならば、わたしはあなたと共ともにいて、わたしがダビデのために建たてたように、あなたのために堅固けんごな家いえを建たてて、イスラエルをあなたに与あたえよう。 39わたしはこのためにダビデの子孫しそんを苦くるしめる。しかし永久えいきゅうにではない』」。 40ソロモンはヤラベアムを殺ころそうとしたが、ヤラベアムは立たってエジプトにのがれ、エジプト王おうシシャクのところへ行いって、ソロモンの死しぬまでエジプトにいた。
    


    
      41ソロモンのそのほかの事績じせきと、彼かれがしたすべての事ことおよびその知恵ちえは、ソロモンの事績じせきの書しょにしるされているではないか。 42ソロモンがエルサレムでイスラエルの全ぜん地ちを治おさめた日ひは四十年ねんであった。 43ソロモンはその先祖せんぞと共ともに眠ねむって、父ちちダビデの町まちに葬ほうむられ、その子こレハベアムが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1レハベアムはシケムへ行いった。すべてのイスラエルびとが彼かれを王おうにしようとシケムへ行いったからである。 2ネバテの子こヤラベアムはソロモンを避さけてエジプトにのがれ、なおそこにいたが、これを聞きいてエジプトから帰かえったので、 3人々ひとびとは人ひとをつかわして彼かれを招まねいた。そしてヤラベアムとイスラエルの会衆かいしゅうは皆みなレハベアムの所ところにきて言いった、 4「父上ちちうえはわれわれのくびきを重おもくされましたが、今いま父上ちちうえのきびしい使役しえきと、父上ちちうえがわれわれに負おわせられた重おもいくびきとを軽かるくしてください。そうすればわれわれはあなたに仕つかえます」。 5レハベアムは彼かれらに言いった、「去さって、三日か過すぎてから、またわたしのところにきなさい」。それで民たみは立たち去さった。
    


    
      6レハベアム王おうは父ちちソロモンの存命ぞんめい中なかソロモンに仕つかえた老人ろうじんたちに相談そうだんして言いった、「この民たみにどう返答へんとうすればよいと思おもいますか」。 7彼かれらはレハベアムに言いった、「もし、あなたが、きょう、この民たみのしもべとなって彼かれらに仕つかえ、彼かれらに答こたえるとき、ねんごろに語かたられるならば、彼かれらは永久えいきゅうにあなたのしもべとなるでしょう」。 8しかし彼かれは老人ろうじんたちが与あたえた勧すすめを捨すてて、自分じぶんと一緒いっしょに大おおきくなって自分じぶんに仕つかえている若者わかものたちに相談そうだんして、 9彼かれらに言いった、「この民たみがわたしにむかって『あなたの父ちちがわれわれに負おわせたくびきを軽かるくしてください』というのに、われわれはなんと返答へんとうすればよいと思おもいますか」。 10彼かれと一緒いっしょに大おおきくなった若者わかものたちは彼かれに言いった、「あなたにむかって『父上ちちうえはわれわれのくびきを重おもくされましたが、あなたは、それをわれわれのために軽かるくしてください』と言いうこの民たみに、こう言いいなさい、『わたしの小指こゆびは父ちちの腰こしよりも太ふとい。 11父ちちはあなたがたに重おもいくびきを負おわせたが、わたしはさらに、あなたがたのくびきを重おもくしよう。父ちちはむちであなたがたを懲こらしたが、わたしはさそりをもってあなたがたを懲こらそう』と」。
    


    
      12さてヤラベアムと民たみは皆みな、王おうが「三日か目めに再ふたたびわたしのところに来くるように」と言いったとおりに、三日か目めにレハベアムのところにきた。 13王おうは荒々あらあらしく民たみに答こたえ、老人ろうじんたちが与あたえた勧すすめを捨すてて、 14若者わかものたちの勧すすめに従したがい、彼かれらに告つげて言いった、「父ちちはあなたがたのくびきを重おもくしたが、わたしはあなたがたのくびきを、さらに重おもくしよう。父ちちはむちであなたがたを懲こらしたが、わたしはさそりをもってあなたがたを懲こらそう」。 15このように王おうは民たみの言いうことを聞ききいれなかった。これはかつて主しゅがシロびとアヒヤによって、ネバテの子こヤラベアムに言いわれた言葉ことばを成就じょうじゅするために、主しゅが仕向しむけられた事ことであった。
    


    
      16イスラエルの人々ひとびとは皆みな、王おうが自分じぶんたちの言いうことを聞ききいれないのを見みたので、民たみは王おうに答こたえて言いった、

      
        「われわれはダビデのうちに何なにの分ぶんがあろうか、

        エッサイの子このうちに嗣し業ぎょうがない。

        イスラエルよ、あなたがたの天幕てんまくへ帰かえれ。

        ダビデよ、今いま自分じぶんの家いえの事ことを見みよ」。

      
そしてイスラエルはその天幕てんまくへ去さっていった。 17しかしレハベアムはユダの町々まちまちに住すんでいるイスラエルの人々ひとびとを治おさめた。 18レハベアム王おうは徴募ちょうぼの監督かんとくであったアドラムをつかわしたが、イスラエルが皆みな、彼かれを石いしで撃うち殺ころしたので、レハベアム王おうは急いそいで車くるまに乗のり、エルサレムへ逃にげた。 19こうしてイスラエルはダビデの家いえにそむいて今日こんにちに至いたった。 20イスラエルは皆みなヤラベアムの帰かえってきたのを聞きき、人ひとをつかわして彼かれを集会しゅうかいに招まねき、イスラエルの全家ぜんかの上うえに王おうとした。ユダの部族ぶぞくのほかはダビデの家いえに従したがう者ものがなかった。
    


    
      21ソロモンの子こレハベアムはエルサレムに来きて、ユダの全家ぜんかとベニヤミンの部族ぶぞくの者もの、すなわちえり抜ぬきの軍人ぐんじん十八万を集あつめ、国くにを取とりもどすために、イスラエルの家いえと戦たたかおうとしたが、 22神かみの言葉ことばが神かみの人ひとシマヤに臨のぞんだ、 23「ソロモンの子こであるユダの王おうレハベアム、およびユダとベニヤミンの全家ぜんか、ならびにそのほかの民たみに言いいなさい、 24『主しゅはこう仰おおせられる。あなたがたは上のぼっていってはならない。あなたがたの兄弟きょうだいであるイスラエルの人々ひとびとと戦たたかってはならない。おのおの家いえに帰かえりなさい。この事ことはわたしから出でたのである』」。それで彼かれらは主しゅの言葉ことばをきき、主しゅの言葉ことばに従したがって帰かえっていった。
    


    
      25ヤラベアムはエフライムの山地さんちにシケムを建たてて、そこに住すんだ。彼かれはまたそこから出でてペヌエルを建たてた。 26しかしヤラベアムはその心こころのうちに言いった、「国くには今いまダビデの家いえにもどるであろう。 27もしこの民たみがエルサレムにある主しゅの宮みやに犠牲ぎせいをささげるために上のぼるならば、この民たみの心こころはユダの王おうである彼かれらの主君しゅくんレハベアムに帰かえり、わたしを殺ころして、ユダの王おうレハベアムに帰かえるであろう」。 28そこで王おうは相談そうだんして、二つの金きんの子こ牛うしを造つくり、民たみに言いった、「あなたがたはもはやエルサレムに上のぼるには、およばない。イスラエルよ、あなたがたをエジプトの国くにから導みちびき上のぼったあなたがたの神かみを見みよ」。 29そして彼かれは一つをベテルにすえ、一つをダンに置おいた。 30この事ことは罪つみとなった。民たみがベテルへ行いって一つを礼拝れいはいし、ダンへ行いって一つを礼拝れいはいしたからである。 31彼かれはまた高たかき所ところに家いえを造つくり、レビの子孫しそんでない一般いっぱんの民たみを祭司さいしに任命にんめいした。 32またヤラベアムはユダで行おこなう祭まつりと同おなじ祭まつりを八月がつの十五日にちに定さだめ、そして祭壇さいだんに上のぼった。彼かれはベテルでそのように行おこない、彼かれが造つくった子こ牛うしに犠牲ぎせいをささげた。また自分じぶんの造つくった高たかき所ところの祭司さいしをベテルに立たてた。 33こうして彼かれはベテルに造つくった祭壇さいだんに八月がつの十五日にちに上のぼった。これは彼かれが自分じぶんで勝手かってに考かんがえついた月つきであった。そして彼かれはイスラエルの人々ひとびとのために祭まつりを定さだめ、祭壇さいだんに上のぼって香こうをたいた。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1見みよ、神かみの人ひとが主しゅの命いのちによってユダからベテルにきた。その時ときヤラベアムは祭壇さいだんの上うえに立たって香こうをたいていた。 2神かみの人ひとは祭壇さいだんにむかい主しゅの命いのちによって呼よばわって言いった、「祭壇さいだんよ、祭壇さいだんよ、主しゅはこう仰おおせられる、『見みよ、ダビデの家いえにひとりの子こが生うまれる。その名なをヨシヤという。彼かれはおまえの上うえで香こうをたく高たかき所ところの祭司さいしらを、おまえの上うえにささげる。また人ひとの骨ほねがおまえの上うえで焼やかれる』」。 3その日ひ、彼かれはまた一つのしるしを示しめして言いった、「主しゅの言いわれたしるしはこれである、『見みよ、祭壇さいだんは裂さけ、その上うえにある灰はいはこぼれ出でるであろう』」。 4ヤラベアム王おうは、神かみの人ひとがベテルにある祭壇さいだんにむかって呼よばわる言葉ことばを聞きいた時とき、祭壇さいだんから手てを伸のばして、「彼かれを捕とらえよ」と言いったが、彼かれにむかって伸のばした手てが枯かれて、ひっ込こめることができなかった。 5そして神かみの人ひとが主しゅの言葉ことばをもって示しめしたしるしのように祭壇さいだんは裂さけ、灰はいは祭壇さいだんからこぼれ出でた。 6王おうは神かみの人ひとに言いった、「あなたの神かみ、主しゅに願ねがい、わたしのために祈いのって、わたしの手てをもとに返かえらせてください」。神かみの人ひとが主しゅに願ねがったので、王おうの手てはもとに返かえって、前まえのようになった。 7そこで王おうは神かみの人ひとに言いった、「わたしと一緒いっしょに家いえにきて、身みを休やすめなさい。あなたに謝礼しゃれいをさしあげましょう」。 8神かみの人ひとは王おうに言いった、「たとい、あなたの家いえの半なかばをくださっても、わたしはあなたと一緒いっしょにまいりません。またこの所ところでは、パンも食たべず水みずも飲のみません。 9主しゅの言葉ことばによってわたしは、『パンを食たべてはならない、水みずを飲のんではならない。また来きた道みちから帰かえってはならない』と命めいじられているからです」。 10こうして彼かれはほかの道みちを行いき、ベテルに来きた道みちからは帰かえらなかった。
    


    
      11さてベテルにひとりの年老としおいた預言者よげんしゃが住すんでいたが、そのむすこたちがきて、その日ひ神かみの人ひとがベテルでした事ことどもを彼かれに話はなした。また神かみの人ひとが王おうに言いった言葉ことばをもその父ちちに話はなした。 12父ちちが彼かれらに「その人ひとはどの道みちを行いったか」と聞きいたので、むすこたちはユダからきた神かみの人ひとの行いった道みちを父ちちに示しめした。 13父ちちはむすこたちに言いった、「わたしのためにろばにくらを置おきなさい」。彼かれらがろばにくらを置おいたので、彼かれはそれに乗のり、 14神かみの人ひとのあとを追おって行いき、かしの木きの下したにすわっているのを見みて、その人ひとに言いった、「あなたはユダからこられた神かみの人ひとですか」。その人ひとは言いった、「そうです」。 15そこで彼かれはその人ひとに言いった、「わたしと一緒いっしょに家いえにきてパンを食たべてください」。 16その人ひとは言いった、「わたしはあなたと一緒いっしょに引ひき返かえすことはできません。あなたと一緒いっしょに行いくことはできません。またわたしはこの所ところであなたと一緒いっしょにパンも食たべず水みずも飲のみません。 17主しゅの言葉ことばによってわたしは、『その所ところでパンを食たべてはならない、水みずを飲のんではならない。また来きた道みちから帰かえってはならない』と言いわれているからです」。 18彼かれはその人ひとに言いった、「わたしもあなたと同おなじ預言者よげんしゃですが、天てんの使つかいが主しゅの命いのちによってわたしに告つげて、『その人ひとを一緒いっしょに家いえにつれ帰かえり、パンを食たべさせ、水みずを飲のませよ』と言いいました」。これは彼かれがその人ひとを欺あざむいたのである。 19そこでその人ひとは彼かれと一緒いっしょに引ひき返かえし、その家いえでパンを食たべ、水みずを飲のんだ。
    


    
      20彼かれらが食卓しょくたくについていたとき、主しゅの言葉ことばが、その人ひとをつれて帰かえった預言者よげんしゃに臨のぞんだので、 21彼かれはユダからきた神かみの人ひとにむかい呼よばわって言いった、「主しゅはこう仰おおせられます、『あなたが主しゅの言葉ことばにそむき、あなたの神かみ、主しゅがお命めいじになった命令めいれいを守まもらず、 22引ひき返かえして、主しゅがあなたに、パンを食たべてはならない、水みずを飲のんではならない、と言いわれた場所ばしょでパンを食たべ、水みずを飲のんだゆえ、あなたの死体したいはあなたの先祖せんぞの墓はかに行いかないであろう』」。 23そしてその人ひとがパンを食たべ、水みずを飲のんだ後のち、彼かれはその人ひとのため、すなわちつれ帰かえった預言者よげんしゃのためにろばにくらを置おいた。 24こうしてその人ひとは立たち去さったが、道みちでししが彼かれに会あって彼かれを殺ころした。そしてその死体したいは道みちに捨すてられ、ろばはそのかたわらに立たち、ししもまた死体したいのかたわらに立たっていた。 25人々ひとびとはそこをとおって、道みちに捨すてられている死体したいと、死体したいのかたわらに立たっているししを見みて、かの老ろう預言者よげんしゃの住すんでいる町まちにきてそれを話はなした。
    


    
      26その人ひとを道みちからつれて帰かえった預言者よげんしゃはそれを聞きいて言いった、「それは主しゅの言葉ことばにそむいた神かみの人ひとだ。主しゅが彼かれに言いわれた言葉ことばのように、主しゅは彼かれをししにわたされ、ししが彼かれを裂さき殺ころしたのだ」。 27そしてむすこたちに言いった、「わたしのためにろばにくらを置おきなさい」。彼かれらがくらを置おいたので、 28彼かれは行いって、死体したいが道みちに捨すてられ、ろばとししが死体したいのかたわらに立たっているのを見みた。ししはその死体したいを食たべず、ろばも裂さいていなかった。 29そこで預言者よげんしゃは神かみの人ひとの死体したいを取とりあげ、それをろばに載のせて町まちに持もち帰かえり、悲かなしんでそれを葬ほうむった。 30すなわちその死体したいを自分じぶんの墓はかに納おさめ、皆みなこれがために「ああ、わが兄弟きょうだいよ」と言いって悲かなしんだ。 31彼かれはそれを葬ほうむって後のち、むすこたちに言いった、「わたしが死しんだ時ときは、神かみの人ひとを葬ほうむった墓はかに葬ほうむり、わたしの骨ほねを彼かれの骨ほねのかたわらに納おさめなさい。 32彼かれが主しゅの命いのちによって、ベテルにある祭壇さいだんにむかい、またサマリヤの町々まちまちにある高たかき所ところのすべての家いえにむかって呼よばわった言葉ことばは必かならず成就じょうじゅするのです」。
    


    
      33この事ことの後のちも、ヤラベアムはその悪わるい道みちを離はなれて立たち返かえることをせず、また一般いっぱんの民たみを、高たかき所ところの祭司さいしに任命にんめいした。すなわち、だれでも好このむ者ものは、それを立たてて高たかき所ところの祭司さいしとした。 34この事ことはヤラベアムの家いえの罪つみとなって、ついにこれを地ちのおもてから断たち滅ほろぼすようになった。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1そのころヤラベアムの子こアビヤが病気びょうきになったので、 2ヤラベアムは妻つまに言いった、「立たって姿すがたを変かえ、ヤラベアムの妻つまであることの知しられないようにしてシロへ行いきなさい。わたしがこの民たみの王おうとなることを、わたしに告つげた預言者よげんしゃアヒヤがそこにいます。 3パン十個こと菓子かし数個すうこおよび、みつ一びんを携たずさえて彼かれのところへ行いきなさい。彼かれはこの子こがどうなるかをあなたに告つげるでしょう」。
    


    
      4ヤラベアムの妻つまはそのようにして、立たってシロへ行いき、アヒヤの家いえに着ついたが、アヒヤは年老としおいたため、目めがかすんで見みることができなかった。 5しかし主しゅはアヒヤに言いわれた、「ヤラベアムの妻つまが子供こどもの事ことをあなたに尋たずねるために来くる。子供こどもは病気びょうきだ。あなたは彼女かのじょにこうこう言いわなければならない」。
    


    
      彼女かのじょは来くるとき、他人たにんを装よそおっていた。 6しかし彼女かのじょが戸口とぐちにはいってきたとき、アヒヤはその足音あしおとを聞きいて言いった、「ヤラベアムの妻つまよ、はいりなさい。なぜ、他人たにんを装よそおうのですか。わたしはあなたにきびしい事ことを告つげるよう、命めいじられています。 7行いってヤラベアムに言いいなさい、『イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、「わたしはあなたを民たみのうちからあげ、わたしの民たみイスラエルの上うえに立たてて君きみとし、 8国くにをダビデの家いえから裂さき離はなして、それをあなたに与あたえたのに、あなたはわたしのしもべダビデが、わたしの命令めいれいを守まもって一心いっしんにわたしに従したがい、ただわたしの目めにかなった事ことのみを行おこなったようにではなく、 9あなたよりも先さきにいたすべての者ものにまさって悪あくをなし、行いって自分じぶんのために他たの神々かみがみと鋳いた像ぞうを造つくり、わたしを怒いからせ、わたしをうしろに捨すて去さった。 10それゆえ、見みよ、わたしはヤラベアムの家いえに災わざわいを下くだし、ヤラベアムに属ぞくする男おとこは、イスラエルについて、つながれた者ものも、自由じゆうな者ものもことごとく断たち、人ひとがあくたを残のこりなく焼やきつくすように、ヤラベアムの家いえを全まったく断たち滅ほろぼすであろう。 11ヤラベアムに属ぞくする者ものは、町まちで死しぬ者ものを犬いぬが食たべ、野ので死しぬ者ものを空そらの鳥とりが食たべるであろう。主しゅがこれを言いわれるのである」』。 12あなたは立たって、家いえへ帰かえりなさい。あなたの足あしが町まちにはいる時ときに、子こどもは死しにます。 13そしてイスラエルは皆みな、彼かれのために悲かなしんで彼かれを葬ほうむるでしょう。ヤラベアムに属ぞくする者ものは、ただ彼かれだけ墓はかに葬ほうむられるでしょう。ヤラベアムの家いえのうちで、彼かれはイスラエルの神かみ、主しゅにむかって良よい思おもいをいだいていたからです。 14主しゅはイスラエルの上うえにひとりの王おうを起おこされます。彼かれはその日ひヤラベアムの家いえを断たつでしょう。 15その後のち主しゅはイスラエルを撃うって、水みずに揺ゆらぐ葦あしのようにし、イスラエルを、その先祖せんぞに賜たまわったこの良よい地ちから抜ぬき去さって、ユフラテ川かわの向むこうに散ちらされるでしょう。彼かれらがアシラ像ぞうを造つくって主しゅを怒いからせたからです。 16主しゅはヤラベアムの罪つみのゆえに、すなわち彼かれがみずから犯おかし、またイスラエルに犯おかさせたその罪つみのゆえにイスラエルを捨すてられるでしょう」。
    


    
      17ヤラベアムの妻つまは立たって去さり、テルザへ行いって、家いえの敷居しきいをまたいだ時とき、子こどもは死しんだ。 18イスラエルは皆みな彼かれを葬ほうむり、彼かれのために悲かなしんだ。主しゅがそのしもべ預言者よげんしゃアヒヤによって言いわれた言葉ことばのとおりである。 19ヤラベアムのその他たの事績じせき、彼かれがどのように戦たたかい、どのように世よを治おさめたかは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされている。 20ヤラベアムが世よを治おさめた日ひは二十二年ねんであった。彼かれはその先祖せんぞと共ともに眠ねむって、その子こナダブが代かわって王おうとなった。
    


    
      21ソロモンの子こレハベアムはユダで世よを治おさめた。レハベアムは王おうとなったとき四十一歳さいであったが、主しゅがその名なを置おくために、イスラエルのすべての部族ぶぞくのうちから選えらばれた町まちエルサレムで、十七年ねん世よを治おさめた。その母ははの名なはナアマといってアンモンびとであった。 22ユダの人々ひとびとはその先祖せんぞの行おこなったすべての事ことにまさって、主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、その犯おかした罪つみによって主しゅの怒いかりを引ひき起おこした。 23彼かれらもすべての高たかい丘おかの上うえと、すべての青あお木きの下したに、高たかき所ところと石いしの柱はしらとアシラ像ぞうとを建たてたからである。 24その国くににはまた神殿しんでん男娼だんしょうたちがいた。彼かれらは主しゅがイスラエルの人々ひとびとの前まえから追おい払はらわれた国民こくみんのすべての憎にくむべき事ことをならい行いった。
    


    
      25レハベアムの王おうの第だい五年ねんにエジプトの王おうシシャクがエルサレムに攻せめ上のぼってきて、 26主しゅの宮みやの宝物ほうもつと、王おうの宮殿きゅうでんの宝物ほうもつを奪うばい去さった。彼かれはそれをことごとく奪うばい去さり、またソロモンの造つくった金きんの盾たてをみな奪うばい去さった。 27レハベアムはその代かわりに青銅せいどうの盾たてを造つくって、王おうの宮殿きゅうでんの門もんを守まもる侍衛じえい長ちょうの手てにわたした。 28王おうが主しゅの宮みやにはいるごとに、侍衛じえいはそれを携たずさえ、また、それを侍衛じえいのへやへ持もち帰かえった。
    


    
      29レハベアムのその他たの事績じせきと、彼かれがしたすべての事ことは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 30レハベアムとヤラベアムの間あいだには絶たえず戦争せんそうがあった。 31レハベアムはその先祖せんぞと共ともに眠ねむって先祖せんぞと共ともにダビデの町まちに葬ほうむられた。その母ははの名なはナアマといってアンモンびとであった。その子こアビヤムが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1ネバテの子こヤラベアム王おうの第だい十八年ねんにアビヤムがユダの王おうとなり、 2エルサレムで三年ねん世よを治おさめた。その母ははの名なはマアカといって、アブサロムの娘むすめであった。 3彼かれはその父ちちが先さきに行おこなったもろもろの罪つみをおこない、その心こころは父ちちダビデの心こころのようにその神かみ、主しゅに対たいして全まったく真実しんじつではなかった。 4それにもかかわらず、その神かみ、主しゅはダビデのために、エルサレムにおいて彼かれに一つのともしびを与あたえ、その子こを彼かれのあとに立たてて、エルサレムを固かためられた。 5それはダビデがヘテびとウリヤの事ことのほか、一生いっしょうの間あいだ、主しゅの目めにかなう事ことを行おこない、主しゅが命めいじられたすべての事ことに、そむかなかったからである。 6レハベアムとヤラベアムの間あいだには一生いっしょうの間あいだ、戦争せんそうがあった。 7アビヤムのその他たの行為こういと、彼かれがしたすべての事ことは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。アビヤムとヤラベアムの間あいだにも戦争せんそうがあった。 8アビヤムはその先祖せんぞと共ともに眠ねむって、ダビデの町まちに葬ほうむられ、その子こアサが代かわって王おうとなった。
    


    
      9イスラエルの王おうヤラベアムの第だい二十年ねんにアサはユダの王おうとなり、 10エルサレムで四十一年ねん世よを治おさめた。その母ははの名なはマアカといってアブサロムの娘むすめであった。 11アサはその父ちちダビデがしたように主しゅの目めにかなう事ことをし、 12神殿しんでん男娼だんしょうを国くにから追おい出だし、先祖せんぞたちの造つくったもろもろの偶像ぐうぞうを除のぞいた。 13彼かれはまたその母ははマアカが、アシラのために憎にくむべき像ぞうを造つくらせたので、彼女かのじょを太后たいこうの位くらいから退しりぞけた。そしてアサはその憎にくむべき像ぞうを切きり倒たおしてキデロンの谷たにで焼やき捨すてた。 14ただし高たかき所ところは除のぞかなかった。けれどもアサの心こころは一生いっしょうの間あいだ、主しゅに対たいして全まったく真実しんじつであった。 15彼かれは父ちちの献納けんのうした物ものと自分じぶんの献納けんのうした物もの、金銀きんぎんおよび器物うつわものを主しゅの宮みやに携たずさえ入いれた。
    


    
      16アサとイスラエルの王おうバアシャの間あいだには一生いっしょうの間あいだ、戦争せんそうがあった。 17イスラエルの王おうバアシャはユダに攻せめ上のぼり、ユダの王おうアサの所ところに、だれをも出入でいりさせないためにラマを築きずいた。 18そこでアサは主しゅの宮みやの宝蔵ほうぞうと、王おうの宮殿きゅうでんの宝蔵ほうぞうに残のこっている金銀きんぎんをことごとく取とって、これを家来けらいたちの手てにわたし、そしてアサ王おうは彼かれらをダマスコに住すんでいるスリヤの王おう、ヘジョンの子こタブリモンの子こであるベネハダデにつかわして言いわせた、 19「わたしの父ちちとあなたの父ちちとの間あいだに結むすばれていたように、わたしとあなたの間あいだに同盟どうめいを結むすびましょう。わたしはあなたに金銀きんぎんの贈おくり物ものをさしあげます。行いって、あなたとイスラエルの王おうバアシャとの同盟どうめいを破棄はきし、彼かれをわたしの所ところから撤退てったいさせてください」。 20ベネハダデはアサ王おうの言いうことを聞きき、自分じぶんの軍勢ぐんぜいの長ちょうたちをつかわしてイスラエルの町々まちまちを攻せめ、イヨンとダンとアベル・ベテ・マアカおよびキンネレテの全ぜん地ちと、ナフタリの全ぜん地ちを撃うった。 21バアシャはこれを聞きき、ラマを築きずくことをやめて、テルザにとどまった。 22そこでアサ王おうはユダ全国ぜんこくに布告ふこくを発はっした。ひとりも免まぬかれる者ものはなかった。すなわちバアシャがラマを築きずくために用もちいた石いしと材木ざいもくを運はこびこさせ、アサ王おうはそれを用もちいて、ベニヤミンのゲバとミヅパを築きずいた。 23アサのその他たの事績じせきとそのすべての勲功くんこうと、彼かれがしたすべての事ことおよび彼かれが建たてた町々まちまちは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。彼かれは老年ろうねんになって足あしを病やんだ。 24アサはその先祖せんぞと共ともに眠ねむって、父ちちダビデの町まちに先祖せんぞと共ともに葬ほうむられ、その子こヨシャパテが代かわって王おうとなった。
    


    
      25ユダの王おうアサの第だい二年ねんにヤラベアムの子こナダブがイスラエルの王おうとなって、二年ねんイスラエルを治おさめた。 26彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、その父ちちの道みちに歩あゆみ、父ちちがイスラエルに犯おかさせた罪つみをおこなった。
    


    
      27イッサカルの家いえのアヒヤの子こバアシャは彼かれに対たいしてむほんを企くわだて、ペリシテびとに属ぞくするギベトンで彼かれを撃うった。これはナダブとイスラエルが皆みなギベトンを囲かこんでいたからである。 28こうしてユダの王おうアサの第だい三年ねんにバアシャは彼かれを殺ころし、彼かれに代かわって王おうとなった。 29彼かれは王おうとなるとすぐヤラベアムの全家ぜんかを撃うち、息いきのある者ものをひとりもヤラベアムの家いえに残のこさず、ことごとく滅ほろぼした。主しゅがそのしもべシロびとアヒヤによって言いわれた言葉ことばのとおりであって、 30これはヤラベアムがみずから犯おかし、またイスラエルに犯おかさせた罪つみのため、また彼かれがイスラエルの神かみ、主しゅを怒いからせたその怒いかりによるのであった。
    


    
      31ナダブのその他たの事績じせきと、彼かれがしたすべての事ことは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 32アサとイスラエルの王おうバアシャの間あいだには一生いっしょうの間あいだ戦争せんそうがあった。
    


    
      33ユダの王おうアサの第だい三年ねんにアヒヤの子こバアシャはテルザでイスラエルの全ぜん地ちの王おうとなって、二十四年ねん世よを治おさめた。 34彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、ヤラベアムの道みちに歩あゆみ、ヤラベアムがイスラエルに犯おかさせた罪つみをおこなった。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1そこで主しゅの言葉ことばがハナニの子こエヒウに臨のぞみ、バアシャを責せめて言いった、 2「わたしはあなたをちりの中なかからあげて、わたしの民たみイスラエルの上うえに君きみとしたが、あなたはヤラベアムの道みちに歩あゆみ、わたしの民たみイスラエルに罪つみを犯おかさせ、その罪つみをもってわたしを怒いからせた。 3それでわたしは、バアシャとその家いえを全まったく滅ほろぼし去さり、あなたの家いえをネバテの子こヤラベアムの家いえのようにする。 4バアシャに属ぞくする者もので、町まちで死しぬ者ものは犬いぬが食たべ、彼かれに属ぞくする者もので、野ので死しぬ者ものは空そらの鳥とりが食たべるであろう」。
    


    
      5バアシャのその他たの事績じせきと、彼かれがした事ことと、その勲功くんこうとは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 6バアシャはその先祖せんぞと共ともに眠ねむって、テルザに葬ほうむられ、その子こエラが代かわって王おうとなった。 7主しゅの言葉ことばはまたハナニの子こ預言者よげんしゃエヒウによって臨のぞみ、バアシャとその家いえを責せめた。これは彼かれが主しゅの目めの前まえに、もろもろの悪あくを行おこない、その手てのわざをもって主しゅを怒いからせ、ヤラベアムの家いえにならったためであり、また彼かれがヤラベアムの家いえを滅ほろぼしたためであった。
    


    
      8ユダの王おうアサの第だい二十六年ねんにバアシャの子こエラはテルザでイスラエルの王おうとなり、二年ねん世よを治おさめた。 9彼かれがテルザにいて、テルザの宮殿きゅうでんのつかさアルザの家いえで酒さけを飲のんで酔よった時とき、その家来けらいで戦車せんしゃ隊たいの半なかばを指揮しきしていたジムリが、彼かれにそむいた。 10そしてユダの王おうアサの第だい二十七年ねんにジムリは、はいってきて彼かれを撃うち殺ころし、彼かれに代かわって王おうとなった。
    


    
      11ジムリは王おうとなって、位くらいについた時とき、バアシャの全家ぜんかを殺ころし、その親族しんぞくまたは友ともだちの男子だんしは、ひとりも残のこさなかった。 12こうしてジムリはバアシャの全家ぜんかを滅ほろぼした。主しゅが預言者よげんしゃエヒウによってバアシャを責せめて言いわれた言葉ことばのとおりである。 13これはバアシャのもろもろの罪つみと、その子こエラの罪つみのためであって、彼かれらが罪つみを犯おかし、またイスラエルに罪つみを犯おかさせ、彼かれらの偶像ぐうぞうをもってイスラエルの神かみ、主しゅを怒いからせたからである。 14エラのその他たの事績じせきと、彼かれがしたすべての事ことは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。
    


    
      15ユダの王おうアサの第だい二十七年ねんにジムリはテルザで七日なぬかの間あいだ、世よを治おさめた。民たみはペリシテびとに属ぞくするギベトンにむかって陣取じんどっていたが、 16その陣取じんどっていた民たみが「ジムリはむほんを起おこして王おうを殺ころした」と人ひとのいうのを聞きいたので、イスラエルは皆みなその日ひ陣営じんえいで、軍ぐんの長ちょうオムリをイスラエルの王おうとした。 17そこでオムリはイスラエルの人々ひとびとと共ともにギベトンから上のぼってテルザを囲かこんだ。 18ジムリはその町まちの陥おちいるのを見みて、王おうの宮殿きゅうでんの天守てんしゅにはいり、王おうの宮殿きゅうでんに火ひをかけてその中なかで死しんだ。 19これは彼かれが犯おかした罪つみのためであって、彼かれが主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、ヤラベアムの道みちに歩あゆみ、ヤラベアムがイスラエルに犯おかさせたその罪つみを行おこなったからである。 20ジムリのその他たの事績じせきと、彼かれが企くわだてた陰謀いんぼうは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。
    


    
      21その時ときイスラエルの民たみは二つに分わかれ、民たみの半なかばはギナテの子こテブニに従したがって、これを王おうとしようとし、半なかばはオムリに従したがった。 22しかしオムリに従したがった民たみはギナテの子こテブニに従したがった民たみに勝かって、テブニは死しに、オムリが王おうとなった。 23ユダの王おうアサの第だい三十一年ねんにオムリはイスラエルの王おうとなって十二年ねん世よを治おさめた。彼かれはテルザで六年ねん王おうであった。 24彼かれは銀ぎん二タラントでセメルからサマリヤの山やまを買かい、その上うえに町まちを建たて、その建たてた町まちの名なをその山やまの持もち主ぬしであったセメルの名なに従したがってサマリヤと呼よんだ。
    


    
      25オムリは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、彼かれよりも先さきにいたすべての者ものにまさって悪わるい事ことをした。 26彼かれはネバテの子こヤラベアムのすべての道みちに歩あゆみ、ヤラベアムがイスラエルに罪つみを犯おかさせ、彼かれらの偶像ぐうぞうをもってイスラエルの神かみ、主しゅを怒いからせたその罪つみを行おこなった。 27オムリが行いったその他たの事績じせきと、彼かれがあらわした勲功くんこうとは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 28オムリはその先祖せんぞと共ともに眠ねむって、サマリヤに葬ほうむられ、その子こアハブが代かわって王おうとなった。
    


    
      29ユダの王おうアサの第だい三十八年ねんにオムリの子こアハブがイスラエルの王おうとなった。オムリの子こアハブはサマリヤで二十二年ねんイスラエルを治おさめた。 30オムリの子こアハブは彼かれよりも先さきにいたすべての者ものにまさって、主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなった。 31彼かれはネバテの子こヤラベアムの罪つみを行おこなうことを、軽かるい事こととし、シドンびとの王おうエテバアルの娘むすめイゼベルを妻つまにめとり、行いってバアルに仕つかえ、これを拝おがんだ。 32彼かれはサマリヤに建たてたバアルの宮みやに、バアルのために祭壇さいだんを築きずいた。 33アハブはまたアシラ像ぞうを造つくった。アハブは彼かれよりも先さきにいたイスラエルのすべての王おうにまさってイスラエルの神かみ、主しゅを怒いからせることを行おこなった。 34彼かれの代よにベテルびとヒエルはエリコを建たてた。彼かれはその基もといをすえる時ときに長子ちょうしアビラムを失うしない、その門もんを立たてる時ときに末すえの子こセグブを失うしなった。主しゅがヌンの子こヨシュアによって言いわれた言葉ことばのとおりである。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1ギレアデのテシベに住すむテシベびとエリヤはアハブに言いった、「わたしの仕つかえているイスラエルの神かみ、主しゅは生いきておられます。わたしの言葉ことばのないうちは、数年すうねん雨あめも露つゆもないでしょう」。 2主しゅの言葉ことばがエリヤに臨のぞんだ、 3「ここを去さって東ひがしにおもむき、ヨルダンの東ひがしにあるケリテ川かわのほとりに身みを隠かくしなさい。 4そしてその川かわの水みずを飲のみなさい。わたしはからすに命めいじて、そこであなたを養やしなわせよう」。 5エリヤは行いって、主しゅの言葉ことばのとおりにした。すなわち行いって、ヨルダンの東ひがしにあるケリテ川かわのほとりに住すんだ。 6すると、からすが朝あさごとに彼かれの所ところにパンと肉にくを運はこび、また夕ゆうごとにパンと肉にくを運はこんできた。そして彼かれはその川かわの水みずを飲のんだ。 7しかし国くにに雨あめがなかったので、しばらくしてその川かわはかれた。
    


    
      8その時とき、主しゅの言葉ことばが彼かれに臨のぞんで言いった、 9「立たってシドンに属ぞくするザレパテへ行いって、そこに住すみなさい。わたしはそのところのやもめ女おんなに命めいじてあなたを養やしなわせよう」。 10そこで彼かれは立たってザレパテへ行いったが、町まちの門もんに着ついたとき、ひとりのやもめ女おんなが、その所ところでたきぎを拾ひろっていた。彼かれはその女おんなに声こえをかけて言いった、「器うつわに水みずを少すこし持もってきて、わたしに飲のませてください」。 11彼女かのじょが行いって、それを持もってこようとした時とき、彼かれは彼女かのじょを呼よんで言いった、「手てに一口ひとくちのパンを持もってきてください」。 12彼女かのじょは言いった、「あなたの神かみ、主しゅは生いきておられます。わたしにはパンはありません。ただ、かめに一握ひとにぎりの粉こなと、びんに少すこしの油あぶらがあるだけです。今いまわたしはたきぎ二、三本ぼんを拾ひろい、うちへ帰かえって、わたしと子供こどものためにそれを調理ちょうりし、それを食たべて死しのうとしているのです」。 13エリヤは彼女かのじょに言いった、「恐おそれるにはおよばない。行いって、あなたが言いったとおりにしなさい。しかしまず、それでわたしのために小ちいさいパンを、一つ作つくって持もってきなさい。その後のち、あなたと、あなたの子供こどものために作つくりなさい。 14『主しゅが雨あめを地ちのおもてに降ふらす日ひまで、かめの粉こなは尽つきず、びんの油あぶらは絶たえない』とイスラエルの神かみ、主しゅが言いわれるからです」。 15彼女かのじょは行いって、エリヤが言いったとおりにした。彼女かのじょと彼かれおよび彼女かのじょの家族かぞくは久ひさしく食たべた。 16主しゅがエリヤによって言いわれた言葉ことばのように、かめの粉こなは尽つきず、びんの油あぶらは絶たえなかった。
    


    
      17これらの事ことの後のち、その家いえの主婦しゅふであるこの女おんなの男おとこの子こが病気びょうきになった。その病気びょうきはたいそう重おもく、息いきが絶たえたので、 18彼女かのじょはエリヤに言いった、「神かみの人ひとよ、あなたはわたしに、何なにの恨うらみがあるのですか。あなたはわたしの罪つみを思おもい出ださせるため、またわたしの子こを死しなせるためにおいでになったのですか」。 19エリヤは彼女かのじょに言いった、「子こをわたしによこしなさい」。そして彼女かのじょのふところから子供こどもを取とり、自分じぶんのいる屋上おくじょうのへやへかかえて上のぼり、自分じぶんの寝台しんだいに寝ねかせ、 20主しゅに呼よばわって言いった、「わが神かみ、主しゅよ、あなたはわたしが宿やどっている家いえのやもめにさえ災わざわいをくだして、子供こどもを殺ころされるのですか」。 21そして三度どその子こ供ともの上うえに身みを伸のばし、主しゅに呼よばわって言いった、「わが神かみ、主しゅよ、この子供こどもの魂たましいをもとに帰かえらせてください」。 22主しゅはエリヤの声こえを聞ききいれられたので、その子こ供ともの魂たましいはもとに帰かえって、彼かれは生いきかえった。 23エリヤはその子こ供ともを取とって屋上おくじょうのへやから家いえの中なかにつれて降ふり、その母ははにわたして言いった、「ごらんなさい。あなたの子こは生いきかえりました」。 24女おんなはエリヤに言いった、「今いまわたしはあなたが神かみの人ひとであることと、あなたの口くちにある主しゅの言葉ことばが真実しんじつであることを知しりました」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1多おおくの日ひを経へて、三年ねん目めに主しゅの言葉ことばがエリヤに臨のぞんだ、「行いって、あなたの身みをアハブに示しめしなさい。わたしは雨あめを地ちに降ふらせる」。 2エリヤはその身みをアハブに示しめそうとして行いった。その時とき、サマリヤにききんが激はげしかった。 3アハブは家いえづかさオバデヤを召めした。（オバデヤは深ふかく主しゅを恐おそれる人ひとで、 4イゼベルが主しゅの預言者よげんしゃを断たち滅ほろぼした時とき、オバデヤは百人にんの預言者よげんしゃを救すくい出だして五十人にんずつほら穴あなに隠かくし、パンと水みずをもって彼かれらを養やしなった）。 5アハブはオバデヤに言いった、「国中くにぢゅうのすべての水みずの源みなもとと、すべての川かわに行いってみるがよい。馬うまと騾馬らばを生いかしておくための草くさがあるかもしれない。そうすれば、われわれは家畜かちくをいくぶんでも失うしなわずにすむであろう」。 6彼かれらは行いき巡めぐる地ちをふたりで分わけ、アハブはひとりでこの道みちを行いき、オバデヤはひとりで他たの道みちを行おこなった。
    


    
      7オバデヤが道みちを進すすんでいた時とき、エリヤが彼かれに会あった。彼かれはエリヤを認みとめて伏ふして言いった、「わが主しゅエリヤよ、あなたはここにおられるのですか」。 8エリヤは彼かれに言いった、「そうです。行いって、あなたの主人しゅじんに、エリヤはここにいると告つげなさい」。 9彼かれは言いった、「わたしにどんな罪つみがあって、あなたはしもべをアハブの手てにわたして殺ころそうとされるのですか。 10あなたの神かみ、主しゅは生いきておられます。わたしの主人しゅじんがあなたを尋たずねるために、人ひとをつかわさない民たみはなく、国くにもありません。そしてエリヤはいないと言いう時ときは、その国くに、その民たみに、あなたが見みつからないという誓ちかいをさせるのです。 11あなたは今いま『行いって、エリヤはここにいると主人しゅじんに告つげよ』と言いわれます。 12しかしわたしがあなたを離はなれて行いくと、主しゅの霊れいはあなたを、わたしの知しらない所ところへ連つれて行いくでしょう。わたしが行いってアハブに告つげ、彼かれがあなたを見みつけることができなければ、彼かれはわたしを殺ころすでしょう。しかし、しもべは幼おさない時ときから主しゅを恐おそれている者ものです。 13イゼベルが主しゅの預言者よげんしゃを殺ころした時ときに、わたしがした事こと、すなわち、わたしが主しゅの預言者よげんしゃのうち百人にんを五十人にんずつほら穴あなに隠かくして、パンと水みずをもって養やしなった事ことを、わが主しゅは聞きかれませんでしたか。 14ところが今いまあなたは『行いって、エリヤはここにいると主人しゅじんに告つげよ』と言いわれます。そのようなことをすれば彼かれはわたしを殺ころすでしょう」。 15エリヤは言いった、「わたしの仕つかえる万軍ばんぐんの主しゅは生いきておられる。わたしは必かならず、きょう、わたしの身みを彼かれに示しめすであろう」。 16オバデヤは行いってアハブに会あい、彼かれに告つげたので、アハブはエリヤに会あおうとして行いった。
    


    
      17アハブはエリヤを見みたとき、彼かれに言いった、「イスラエルを悩なやます者ものよ、あなたはここにいるのですか」。 18彼かれは答こたえた、「わたしがイスラエルを悩なやますのではありません。あなたと、あなたの父ちちの家いえが悩なやましたのです。あなたがたが主しゅの命令めいれいを捨すて、バアルに従したがったためです。 19それで今いま、人ひとをつかわしてイスラエルのすべての人ひとおよびバアルの預言者よげんしゃ四百五十人にん、ならびにアシラの預言者よげんしゃ四百人にん、イゼベルの食卓しょくたくで食事しょくじする者ものたちをカルメル山やまに集あつめて、わたしの所ところにこさせなさい」。
    


    
      20そこでアハブはイスラエルのすべての人ひとに人ひとをつかわして、預言者よげんしゃたちをカルメル山やまに集あつめた。 21そのときエリヤはすべての民たみに近ちかづいて言いった、「あなたがたはいつまで二つのものの間あいだに迷まよっているのですか。主しゅが神かみならばそれに従したがいなさい。しかしバアルが神かみならば、それに従したがいなさい」。民たみはひと言ことも彼かれに答こたえなかった。 22エリヤは民たみに言いった、「わたしはただひとり残のこった主しゅの預言者よげんしゃです。しかしバアルの預言者よげんしゃは四百五十人にんあります。 23われわれに二頭とうの牛うしをください。そして一頭とうの牛うしを彼かれらに選えらばせ、それを切きり裂さいて、たきぎの上うえに載のせ、それに火ひをつけずにおかせなさい。わたしも一頭とうの牛うしを整ととのえ、それをたきぎの上うえに載のせて火ひをつけずにおきましょう。 24こうしてあなたがたはあなたがたの神かみの名なを呼よびなさい。わたしは主しゅの名なを呼よびましょう。そして火ひをもって答こたえる神かみを神かみとしましょう」。民たみは皆みな答こたえて「それがよかろう」と言いった。 25そこでエリヤはバアルの預言者よげんしゃたちに言いった、「あなたがたは大だいぜいだから初はじめに一頭とうの牛うしを選えらんで、それを整ととのえ、あなたがたの神かみの名なを呼よびなさい。ただし火ひをつけてはなりません」。 26彼かれらは与あたえられた牛うしを取とって整ととのえ、朝あさから昼ひるまでバアルの名なを呼よんで「バアルよ、答こたえてください」と言いった。しかしなんの声こえもなく、また答こたえる者ものもなかったので、彼かれらは自分じぶんたちの造つくった祭壇さいだんのまわりに踊おどった。 27昼ひるになってエリヤは彼かれらをあざけって言いった、「彼かれは神かみだから、大声おおごえをあげて呼よびなさい。彼かれは考かんがえにふけっているのか、よそへ行いったのか、旅たびに出でたのか、または眠ねむっていて起おこされなければならないのか」。 28そこで彼かれらは大声おおごえに呼よばわり、彼かれらのならわしに従したがって、刀かたなとやりで身みを傷きずつけ、血ちをその身みに流ながすに至いたった。 29こうして昼ひるが過すぎても彼かれらはなお叫さけび続つづけて、夕ゆうの供そなえ物ものをささげる時ときにまで及およんだ。しかしなんの声こえもなく、答こたえる者ものもなく、また顧かえりみる者ものもなかった。
    


    
      30その時ときエリヤはすべての民たみにむかって「わたしに近寄ちかよりなさい」と言いったので、民たみは皆みな彼かれに近寄ちかよった。彼かれはこわれている主しゅの祭壇さいだんを繕つくろった。 31そしてエリヤは昔むかし、主しゅの言葉ことばがヤコブに臨のぞんで、「イスラエルをあなたの名なとせよ」と言いわれたヤコブの子こらの部族ぶぞくの数かずにしたがって十二の石いしを取とり、 32その石いしで主しゅの名なによって祭壇さいだんを築きずき、祭壇さいだんの周囲しゅういに種たね二セヤをいれるほどの大おおきさの、みぞを作つくった。 33また、たきぎを並ならべ、牛うしを切きり裂さいてたきぎの上うえに載のせて言いった、「四つのかめに水みずを満みたし、それを燔祭はんさいとたきぎの上うえに注そそげ」。 34また言いった、「それを二度どせよ」。二度どそれをすると、また言いった、「三度どそれをせよ」。三度どそれをした。 35水みずは祭壇さいだんの周囲しゅういに流ながれた。またみぞにも水みずを満みたした。
    


    
      36夕ゆうの供そなえ物ものをささげる時ときになって、預言者よげんしゃエリヤは近寄ちかよって言いった、「アブラハム、イサク、ヤコブの神かみ、主しゅよ、イスラエルでは、あなたが神かみであること、わたしがあなたのしもべであって、あなたの言葉ことばに従したがってこのすべての事ことを行おこなったことを、今日こんにち知しらせてください。 37主しゅよ、わたしに答こたえてください、わたしに答こたえてください。主しゅよ、この民たみにあなたが神かみであること、またあなたが彼かれらの心こころを翻ひるがえされたのであることを知しらせてください」。 38そのとき主しゅの火ひが下くだって燔祭はんさいと、たきぎと、石いしと、ちりとを焼やきつくし、またみぞの水みずをなめつくした。 39民たみは皆みな見みて、ひれ伏ふして言いった、「主しゅが神かみである。主しゅが神かみである」。 40エリヤは彼かれらに言いった、「バアルの預言者よげんしゃを捕とらえよ。そのひとりも逃にがしてはならない」。そこで彼かれらを捕とらえたので、エリヤは彼かれらをキション川かわに連つれくだって、そこで彼かれらを殺ころした。
    


    
      41エリヤはアハブに言いった、「大雨おおあめの音おとがするから、上のぼって行いって、食くい飲のみしなさい」。 42アハブは食くい飲のみするために上のぼっていった。しかしエリヤはカルメルの頂いただきに登のぼり、地ちに伏ふして顔かおをひざの間あいだに入いれていたが、 43彼かれはしもべに言いった、「上のぼっていって海うみの方ほうを見みなさい」。彼かれは上のぼっていって、見みて、「何なにもありません」と言いったので、エリヤは「もう一度ど行いきなさい」と言いって七度どに及およんだ。 44七度目どめにしもべは言いった、「海うみから人ひとの手てほどの小ちいさな雲くもが起たっています」。エリヤは言いった、「上のぼっていって、『雨あめにとどめられないように車くるまを整ととのえて下くだれ』とアハブに言いいなさい」。 45すると間まもなく、雲くもと風かぜが起おこり、空そらが黒くろくなって大雨おおあめが降ふってきた。アハブは車くるまに乗のってエズレルへ行いった。 46また主しゅの手てがエリヤに臨のぞんだので、彼かれは腰こしをからげ、エズレルの入口いりぐちまでアハブの前まえに走はしっていった。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1アハブはエリヤのしたすべての事こと、また彼かれがすべての預言者よげんしゃを刀かたなで殺ころしたことをイゼベルに告つげたので、 2イゼベルは使者ししゃをエリヤにつかわして言いった、「もしわたしが、あすの今いまごろ、あなたの命いのちをあの人々ひとびとのひとりの命いのちのようにしていないならば、神々かみがみがどんなにでも、わたしを罰ばっしてくださるように」。 3そこでエリヤは恐おそれて、自分じぶんの命いのちを救すくうために立たって逃にげ、ユダに属ぞくするベエルシバへ行いって、しもべをそこに残のこし、 4自分じぶんは一日にちの道みちのりほど荒野あらのにはいって行いって、れだまの木きの下したに座ざし、自分じぶんの死しを求もとめて言いった、「主しゅよ、もはや、じゅうぶんです。今いまわたしの命いのちを取とってください。わたしは先祖せんぞにまさる者ものではありません」。 5彼かれはれだまの木きの下したに伏ふして眠ねむったが、天てんの使つかいが彼かれにさわり、「起おきて食たべなさい」と言いったので、 6起おきて見みると、頭とうのそばに、焼やけ石いしの上うえで焼やいたパン一個こと、一びんの水みずがあった。彼かれは食たべ、かつ飲のんでまた寝ねた。 7主しゅの使つかいは再ふたたびきて、彼かれにさわって言いった、「起おきて食たべなさい。道みちが遠とおくて耐たえられないでしょうから」。 8彼かれは起おきて食たべ、かつ飲のみ、その食物しょくもつで力ちからづいて四十日にち四十夜や行いって、神かみの山やまホレブに着ついた。
    


    
      9その所ところで彼かれはほら穴あなにはいって、そこに宿やどったが、主しゅの言葉ことばが彼かれに臨のぞんで、彼かれに言いわれた、「エリヤよ、あなたはここで何なにをしているのか」。 10彼かれは言いった、「わたしは万軍ばんぐんの神かみ、主しゅのために非常ひじょうに熱心ねっしんでありました。イスラエルの人々ひとびとはあなたの契約けいやくを捨すて、あなたの祭壇さいだんをこわし、刀かたなをもってあなたの預言者よげんしゃたちを殺ころしたのです。ただわたしだけ残のこりましたが、彼かれらはわたしの命いのちを取とろうとしています」。 11主しゅは言いわれた、「出でて、山やまの上うえで主しゅの前まえに、立たちなさい」。その時とき主しゅは通とおり過すぎられ、主しゅの前まえに大おおきな強つよい風かぜが吹ふき、山やまを裂さき、岩いわを砕くだいた。しかし主しゅは風かぜの中なかにおられなかった。風かぜの後のちに地震じしんがあったが、地震じしんの中なかにも主しゅはおられなかった。 12地震じしんの後のちに火ひがあったが、火ひの中なかにも主しゅはおられなかった。火ひの後のちに静しずかな細ほそい声こえが聞きこえた。 13エリヤはそれを聞きいて顔かおを外套がいとうに包つつみ、出でてほら穴あなの口くちに立たつと、彼かれに語かたる声こえが聞きこえた、「エリヤよ、あなたはここで何なにをしているのか」。 14彼かれは言いった、「わたしは万軍ばんぐんの神かみ、主しゅのために非常ひじょうに熱心ねっしんでありました。イスラエルの人々ひとびとはあなたの契約けいやくを捨すて、あなたの祭壇さいだんをこわし、刀かたなであなたの預言者よげんしゃたちを殺ころしたからです。ただわたしだけ残のこりましたが、彼かれらはわたしの命いのちを取とろうとしています」。 15主しゅは彼かれに言いわれた、「あなたの道みちを帰かえって行いって、ダマスコの荒野あらのにおもむき、ダマスコに着ついて、ハザエルに油あぶらを注そそぎ、スリヤの王おうとしなさい。 16またニムシの子こエヒウに油あぶらを注そそいでイスラエルの王おうとしなさい。またアベルメホラのシャパテの子こエリシャに油あぶらを注そそいで、あなたに代かわって預言者よげんしゃとしなさい。 17ハザエルのつるぎをのがれる者ものをエヒウが殺ころし、エヒウのつるぎをのがれる者ものをエリシャが殺ころすであろう。 18また、わたしはイスラエルのうちに七千人にんを残のこすであろう。皆みなバアルにひざをかがめず、それに口くちづけしない者ものである」。
    


    
      19さてエリヤはそこを去さって行いって、シャパテの子こエリシャに会あった。彼かれは十二くびきの牛うしを前まえに行いかせ、自分じぶんは十二番目ばんめのくびきと共ともにいて耕たがやしていた。エリヤは彼かれのかたわらを通とおり過すぎて外套がいとうを彼かれの上うえにかけた。 20エリシャは牛うしを捨すて、エリヤのあとに走はしってきて言いった、「わたしの父母ふぼに口くちづけさせてください。そして後のちあなたに従したがいましょう」。エリヤは彼かれに言いった、「行いってきなさい。わたしはあなたに何なにをしましたか」。 21エリシャは彼かれを離はなれて帰かえり、ひとくびきの牛うしを取とって殺ころし、牛うしのくびきを燃もやしてその肉にくを煮に、それを民たみに与あたえて食たべさせ、立たって行いってエリヤに従したがい、彼かれに仕つかえた。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1スリヤの王おうベネハダデはその軍勢ぐんぜいをことごとく集あつめた。三十二人にんの王おうが彼かれと共ともにおり、また馬うまと戦車せんしゃもあった。彼かれは上のぼってサマリヤを囲かこみ、これを攻せめた。 2また彼かれは町まちに使者ししゃをつかわし、イスラエルの王おうアハブに言いった、「ベネハダデはこう申もうします、 3『あなたの金銀きんぎんはわたしのもの、またあなたの妻つまたちと子供こどもたちの最もっとも美うつくしい者ものもわたしのものです』」。 4イスラエルの王おうは答こたえた、「王おう、わが主しゅよ、仰おおせのとおり、わたしと、わたしの持もち物ものは皆みなあなたのものです」。 5使者ししゃは再ふたたびきて言いった、「ベネハダデはこう申もうします、『わたしはさきに人ひとをつかわして、あなたの金銀きんぎん、妻子さいしを引ひきわたせと言いいました。 6しかし、あすの今いまごろ、しもべたちをあなたにつかわします。彼かれらはあなたの家いえと、あなたの家来けらいの家いえを探さぐって、すべて彼かれらの気きにいる物ものを手てに入いれて奪うばい去さるでしょう』」。
    


    
      7そこでイスラエルの王おうは国くにの長老ちょうろうをことごとく召めして言いった、「よく注意ちゅういして、この人ひとが無理むりな事ことを求もとめているのを知しりなさい。彼かれは人ひとをつかわして、わたしの妻子さいしと金銀きんぎんを求もとめたが、わたしはそれを拒こばまなかった」。 8すべての長老ちょうろうおよび民たみは皆みな彼かれに言いった、「聞きいてはなりません。承諾しょうだくしてはなりません」。 9それで彼かれはベネハダデの使者ししゃに言いった、「王おう、わが主しゅに告つげなさい。『あなたが初はじめに要求ようきゅうされたことは皆みないたしましょう。しかし今度こんどの事ことはできません』」。使者ししゃは去さって復命ふくめいした。 10ベネハダデは彼かれに人ひとをつかわして言いった、「もしサマリヤのちりが、わたしに従したがうすべての民たみの手てを満みたすに足たりるならば、神々かみがみがどんなにでも、わたしを罰ばっしてくださるように」。 11イスラエルの王おうは答こたえた、「『武具ぶぐを帯おびる者ものは、それを脱ぬぐ者もののように誇ほこってはならない』と告つげなさい」。 12ベネハダデは仮かり小屋ごやで、王おうたちと酒さけを飲のんでいたが、この事ことを聞きいて、その家来けらいたちに言いった、「戦たたかいの備そなえをせよ」。彼かれらは町まちにむかって戦たたかいの備そなえをした。
    


    
      13この時ときひとりの預言者よげんしゃがイスラエルの王おうアハブのもとにきて言いった、「主しゅはこう仰おおせられる、『あなたはこの大軍たいぐんを見みたか。わたしはきょう、これをあなたの手てにわたす。あなたは、わたしが主しゅであることを、知しるようになるであろう』」。 14アハブは言いった、「だれにさせましょうか」。彼かれは言いった、「主しゅはこう仰おおせられる、『地方ちほうの代官だいかんの家来けらいたちにさせよ』」。アハブは言いった、「だれが戦たたかいを始はじめましょうか」。彼かれは答こたえた、「あなたです」。 15そこでアハブは地方ちほうの代官だいかんの家来けらいたちを調しらべたところ二百三十二人にんあった。次つぎにすべての民たみ、すなわちイスラエルのすべての人ひとを調しらべたところ七千人にんあった。
    


    
      16彼かれらは昼ひるごろ出でていったが、ベネハダデは仮かり小屋ごやで、味方みかたの三十二人にんの王おうたちと共ともに酒さけを飲のんで酔よっていた。 17地方ちほうの代官だいかんの家来けらいたちが先さきに出でていった。ベネハダデは斥候せっこうをつかわしたが、彼かれらは「サマリヤから人々ひとびとが出でてきた」と報告ほうこくしたので、 18彼かれは言いった、「和解わかいのために出でてきたのであっても、生いけどりにせよ。また戦たたかいのために出でてきたのであっても、生いけどりにせよ」。
    


    
      19地方ちほうの代官だいかんの家来けらいたちと、それに従したがう軍勢ぐんぜいが町まちから出でていって、 20おのおのその相手あいてを撃うち殺ころしたので、スリヤびとは逃にげた。イスラエルはこれを追おったが、スリヤの王おうベネハダデは馬うまに乗のり、騎兵きへいを従したがえてのがれた。 21イスラエルの王おうは出でていって、馬うまと戦車せんしゃをぶんどり、また大おおいにスリヤびとを撃うち殺ころした。
    


    
      22時ときに、かの預言者よげんしゃがイスラエルの王おうのもとにきて言いった、「行いって、力ちからを養やしない、なすべき事ことをよく考かんがえなさい。来年らいねんの春はるにはスリヤの王おうが、あなたのところに攻せめ上のぼってくるからです」。
    


    
      23スリヤの王おうの家来けらいたちは王おうに言いった、「彼かれらの神々かみがみは山やまの神かみですから彼かれらがわれわれよりも強つよかったのです。もしわれわれが平地へいちで戦たたかうならば、必かならず彼かれらよりも強つよいでしょう。 24それでこうしなさい。王おうたちをおのおのその地位ちいから退しりぞかせ、総督そうとくを置おいてそれに代かわらせなさい。 25またあなたが失うしなった軍勢ぐんぜいに等ひとしい軍勢ぐんぜいを集あつめ、馬うまは馬うま、戦車せんしゃは戦車せんしゃをもって補おぎないなさい。こうしてわれわれが平地へいちで戦たたかうならば必かならず彼かれらよりも強つよいでしょう」。彼かれはその言葉ことばを聞ききいれて、そのようにした。
    


    
      26春はるになって、ベネハダデはスリヤびとを集あつめて、イスラエルと戦たたかうために、アペクに上のぼってきた。 27イスラエルの人々ひとびとは召集しょうしゅうされ、糧食りょうしょくを受うけて彼かれらを迎むかえ撃うつために出でかけた。イスラエルの人々ひとびとはやぎの二つの小ちいさい群むれのように彼かれらの前まえに陣取じんどったが、スリヤびとはその地ちに満みちていた。 28その時とき神かみの人ひとがきて、イスラエルの王おうに言いった、「主しゅはこう仰おおせられる、『スリヤびとが、主しゅは山やまの神かみであって、谷たにの神かみではないと言いっているから、わたしはこのすべての大軍たいぐんをあなたの手てにわたす。あなたは、わたしが主しゅであることを知しるようになるであろう』」。 29彼かれらは七日なぬかの間あいだ、互たがいにむかいあって陣取じんどり、七日なぬか目めになって戦たたかいを交まじえたが、イスラエルの人々ひとびとは一日にちにスリヤびとの歩兵ほへい十万人にんを殺ころした。 30そのほかの者ものはアペクの町まちに逃にげこんだが、城壁じょうへきがくずれて、その残のこった二万七千人にんの上うえに倒たおれた。
    


    
      ベネハダデは逃にげて町まちに入はいり、奥おくの間あいだにはいった。 31家来けらいたちは彼かれに言いった、「イスラエルの家いえの王おうたちはあわれみ深ふかい王おうであると聞きいています。それでわれわれの腰こしに荒布あらぬのをつけ、くびになわをかけて、イスラエルの王おうの所ところへ行いかせてください。たぶん彼かれはあなたの命いのちを助たすけるでしょう」。 32そこで彼かれらは荒布あらぬのを腰こしにまき、なわをくびにかけてイスラエルの王おうの所ところへ行いって言いった、「あなたのしもべベネハダデが『どうぞ、わたしの命いのちを助たすけてください』と申もうしています」。アハブは言いった、「彼かれはまだ生いきているのですか。彼かれはわたしの兄弟きょうだいです」。 33その人々ひとびとはこれを吉兆きっちょうとしてすみやかに彼かれの言葉ことばをうけ、「そうです。ベネハダデはあなたの兄弟きょうだいです」と言いったので、彼かれは言いった、「行いって彼かれをつれてきなさい」。それでベネハダデは彼かれの所ところに出でてきたので、彼かれはこれを自分じぶんの車くるまに乗のせた。 34ベネハダデは彼かれに言いった、「わたしの父ちちが、あなたの父上ちちうえから取とった町々まちまちは返かえします。またわたしの父ちちがサマリヤに造つくったように、あなたはダマスコに、あなたのために市場しじょうを設もうけなさい」。アハブは言いった、「わたしはこの契約けいやくをもってあなたを帰かえらせましょう」。こうしてアハブは彼かれと契約けいやくを結むすび、彼かれを帰かえらせた。
    


    
      35さて預言者よげんしゃのともがらのひとりが主しゅの言葉ことばに従したがってその仲間なかまに言いった、「どうぞ、わたしを撃うってください」。しかしその人ひとは撃うつことを拒こばんだので、 36彼かれはその人ひとに言いった、「あなたは主しゅの言葉ことばに聞きき従したがわないゆえ、わたしを離はなれて行いくとすぐ、ししがあなたを殺ころすでしょう」。その人ひとが彼かれのそばを離はなれて行いくとすぐ、ししが彼かれに会あって彼かれを殺ころした。 37彼かれはまたほかの人ひとに会あって言いった、「どうぞ、わたしを撃うってください」。するとその人ひとは彼かれを撃うち、撃うって傷きずつけた。 38こうしてその預言者よげんしゃは行いって、道みちのかたわらで王おうを待まち、目めにほうたいを当あてて姿すがたを変かえていた。 39王おうが通とおり過すぎる時とき、王おうに呼よばわって言いった、「しもべはいくさの中なかに出でて行いきましたが、ある軍人ぐんじんが、ひとりの人ひとをわたしの所ところにつれてきて言いいました、『この人ひとを守まもっていなさい。もし彼かれがいなくなれば、あなたの命いのちを彼かれの命いのちに代かえるか、または銀ぎん一タラントを払はらわなければならない』。 40ところが、しもべはあちらこちらと忙いそがしくしていたので、ついに彼かれはいなくなりました」。イスラエルの王おうは彼かれに言いった、「あなたはそのとおりにさばかれなければならない。あなたが自分じぶんでそれを定さだめたのです」。 41そこで彼かれが急いそいで目めのほうたいを取とり除のぞいたので、イスラエルの王おうはそれが預言者よげんしゃのひとりであることを知しった。 42彼かれは王おうに言いった、「主しゅはこう仰おおせられる、『わたしが滅ほろぼそうと定さだめた人ひとを、あなたは自分じぶんの手てから放はなして行いかせたので、あなたの命いのちは彼かれの命いのちに代かわり、あなたの民たみは彼かれの民たみに代かわるであろう』と」。 43イスラエルの王おうは悲かなしみ、かつ怒いかって自分じぶんの家いえにおもむき、サマリヤに帰かえった。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1さてエズレルびとナボテはエズレルにぶどう畑はたけをもっていたが、サマリヤの王おうアハブの宮殿きゅうでんのかたわらにあったので、 2アハブはナボテに言いった、「あなたのぶどう畑はたけはわたしの家いえの近ちかくにあるので、わたしに譲ゆずって青物あおもの畑はたけにさせてください。その代かわり、わたしはそれよりも良よいぶどう畑はたけをあなたにあげましょう。もしお望のぞみならば、その価あたいを金きんでさしあげましょう」。 3ナボテはアハブに言いった、「わたしは先祖せんぞの嗣し業ぎょうをあなたに譲ゆずることを断だんじていたしません」。 4アハブはエズレルびとナボテが言いった言葉ことばを聞きいて、悲かなしみ、かつ怒いかって家いえにはいった。ナボテが「わたしは先祖せんぞの嗣し業ぎょうをあなたに譲ゆずりません」と言いったからである。アハブは床とこに伏ふし、顔かおをそむけて食事しょくじをしなかった。
    


    
      5妻つまイゼベルは彼かれの所ところにきて、言いった、「あなたは何なにをそんなに悲かなしんで、食事しょくじをなさらないのですか」。 6彼かれは彼女かのじょに言いった、「わたしはエズレルびとナボテに『あなたのぶどう畑はたけを金かねで譲ゆずってください。もし望のぞむならば、その代かわりに、ほかのぶどう畑はたけをあげよう』と言いったが、彼かれは答こたえて『わたしはぶどう畑はたけを譲ゆずりません』と言いったからだ」。 7妻つまイゼベルは彼かれに言いった、「あなたが今いまイスラエルを治おさめているのですか。起おきて食事しょくじをし、元気げんきを出だしてください。わたしがエズレルびとナボテのぶどう畑はたけをあなたにあげます」。
    


    
      8彼女かのじょはアハブの名なで手紙てがみを書かき、彼かれの印しるしをおして、ナボテと同おなじように、その町まちに住すんでいる長老ちょうろうたちと身分みぶんの尊たっとい人々ひとびとに、その手紙てがみを送おくった。 9彼女かのじょはその手紙てがみに書かきしるした、「断食だんじきを布告ふこくして、ナボテを民たみのうちの高たかい所ところにすわらせ、 10またふたりのよこしまな者ものを彼かれの前まえにすわらせ、そして彼かれを訴うったえて、『あなたは神かみと王おうとをのろった』と言いわせなさい。こうして彼かれを引ひき出だし、石いしで撃うち殺ころしなさい」。 11その町まちの人々ひとびと、すなわち、その町まちに住すんでいる長老ちょうろうたちおよび身分みぶんの尊たっとい人々ひとびとは、イゼベルが言いいつかわしたようにした。彼女かのじょが彼かれらに送おくった手紙てがみに書かきしるされていたように、 12彼かれらは断食だんじきを布告ふこくして、ナボテを民たみのうちの高たかい所ところにすわらせた。 13そしてふたりのよこしまな者ものがはいってきて、その前まえにすわり、そのよこしまな者ものたちが民たみの前まえでナボテを訴うったえて、「ナボテは神かみと王おうとをのろった」と言いった。そこで人々ひとびとは彼かれを町まちの外そとに引ひき出だし、石いしで撃うち殺ころした。 14そして人々ひとびとはイゼベルに「ナボテは石いしで撃うち殺ころされた」と言いい送おくった。
    


    
      15イゼベルはナボテが石いしで撃うち殺ころされたのを聞きくとすぐ、アハブに言いった、「立たって、あのエズレルびとナボテが、あなたに金かねで譲ゆずることを拒こばんだぶどう畑はたけを取とりなさい。ナボテは生いきていません。死しんだのです」。 16アハブはナボテの死しんだのを聞きくとすぐ、立たって、エズレルびとナボテのぶどう畑はたけを取とるために、そこへ下くだっていった。
    


    
      17そのとき、主しゅの言葉ことばがテシベびとエリヤに臨のぞんだ、 18「立たって、下くだって行いき、サマリヤにいるイスラエルの王おうアハブに会あいなさい。彼かれはナボテのぶどう畑はたけを取とろうとしてそこへ下くだっている。 19あなたは彼かれに言いわなければならない、『主しゅはこう仰おおせられる、あなたは殺ころしたのか、また取とったのか』と。また彼かれに言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、犬いぬがナボテの血ちをなめた場所ばしょで、犬いぬがあなたの血ちをなめるであろう』」。
    


    
      20アハブはエリヤに言いった、「わが敵てきよ、ついに、わたしを見みつけたのか」。彼かれは言いった、「見みつけました。あなたが主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなうことに身みをゆだねたゆえ、 21わたしはあなたに災わざわいを下くだし、あなたを全まったく滅ほろぼし、アハブに属ぞくする男おとこは、イスラエルにいてつながれた者ものも、自由じゆうな者ものもことごとく断たち、 22またあなたの家いえをネバテの子こヤラベアムの家いえのようにし、アヒヤの子こバアシャの家いえのようにするでしょう。これはあなたがわたしを怒いからせた怒いかりのゆえ、またイスラエルに罪つみを犯おかさせたゆえです。 23イゼベルについて、主しゅはまた言いわれました、『犬いぬがエズレルの地域ちいきでイゼベルを食くうであろう』と。 24アハブに属ぞくする者ものは、町まちで死しぬ者ものを犬いぬが食くい、野ので死しぬ者ものを空そらの鳥とりが食くうでしょう」。
    


    
      25アハブのように主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなうことに身みをゆだねた者ものはなかった。その妻つまイゼベルが彼かれをそそのかしたのである。 26彼かれは主しゅがイスラエルの人々ひとびとの前まえから追おい払はらわれたアモリびとがしたように偶像ぐうぞうに従したがって、はなはだ憎にくむべき事ことを行おこなった。
    


    
      27アハブはこれらの言葉ことばを聞きいた時とき、衣ころもを裂さき、荒布あらぬのを身みにまとい、食しょくを断たち、荒布あらぬのに伏ふし、打うちしおれて歩あるいた。 28この時とき、主しゅの言葉ことばがテシベびとエリヤに臨のぞんだ、 29「アハブがわたしの前まえにへりくだっているのを見みたか。彼かれがわたしの前まえにへりくだっているゆえ、わたしは彼あの世よには災わざわいを下くださない。その子この世よに災わざわいをその家いえに下くだすであろう」。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1スリヤとイスラエルの間あいだに戦争せんそうがなくて三年ねんを経へた。 2しかし三年ねん目めにユダの王おうヨシャパテがイスラエルの王おうの所ところへ下くだっていったので、 3イスラエルの王おうはその家来けらいたちに言いった、「あなたがたは、ラモテ・ギレアデがわれわれの所有しょゆうであることを知しっていますか。しかもなおわれわれはスリヤの王おうの手てからそれを取とらずに黙だまっているのです」。 4彼かれはヨシャパテに言いった、「ラモテ・ギレアデで戦たたかうためにわたしと一緒いっしょに行いかれませんか」。ヨシャパテはイスラエルの王おうに言いった、「わたしはあなたと一つです。わたしの民たみはあなたの民たみと一つです。わたしの馬うまはあなたの馬うまと一つです」。
    


    
      5ヨシャパテはまたイスラエルの王おうに言いった、「まず、主しゅの言葉ことばを伺うかがいなさい」。 6そこでイスラエルの王おうは預言者よげんしゃ四百人にんばかりを集あつめて、彼かれらに言いった、「わたしはラモテ・ギレアデに戦たたかいに行いくべきでしょうか、あるいは控ひかえるべきでしょうか」。彼かれらは言いった、「上のぼっていきなさい。主しゅはそれを王おうの手てにわたされるでしょう」。 7ヨシャパテは言いった、「ここには、われわれの問とうべき主しゅの預言者よげんしゃがほかにいませんか」。 8イスラエルの王おうはヨシャパテに言いった、「われわれが主しゅに問とうことのできる人ひとが、まだひとりいます。イムラの子こミカヤです。彼かれはわたしについて良よい事ことを預言よげんせず、ただ悪わるい事ことだけを預言よげんするので、わたしは彼かれを憎にくんでいます」。ヨシャパテは言いった、「王おうよ、そう言いわないでください」。 9そこでイスラエルの王おうは役人やくにんを呼よんで、「急いそいでイムラの子こミカヤを連つれてきなさい」と言いった。 10さてイスラエルの王おうおよびユダの王おうヨシャパテは王おうの服ふくを着きて、サマリヤの門もんの入口いりぐちの広場ひろばに、おのおのその王座おうざにすわり、預言者よげんしゃたちは皆みなその前まえで預言よげんしていた。 11ケナアナの子こゼデキヤは鉄てつの角つのを造つくって言いった、「主しゅはこう仰おおせられます、『あなたはこれらの角つのをもってスリヤびとを突ついて彼かれらを滅ほろぼしなさい』」。 12預言者よげんしゃたちは皆みなそのように預言よげんして言いった、「ラモテ・ギレアデに上のぼっていって勝利しょうりを得えなさい。主しゅはそれを王おうの手てにわたされるでしょう」。
    


    
      13さてミカヤを呼よびにいった使者ししゃは彼かれに言いった、「預言者よげんしゃたちは一致いっちして王おうに良よい事ことを言いいました。どうぞ、あなたも、彼かれらのひとりの言葉ことばのようにして、良よい事ことを言いってください」。 14ミカヤは言いった、「主しゅは生いきておられます。主しゅがわたしに言いわれる事ことを申もうしましょう」。 15彼かれが王おうの所ところへ行いくと、王おうは彼かれに言いった、「ミカヤよ、われわれはラモテ・ギレアデに戦たたかいに行いくべきでしょうか、あるいは控ひかえるべきでしょうか」。彼かれは王おうに言いった、「上のぼっていって勝利しょうりを得えなさい。主しゅはそれを王おうの手てにわたされるでしょう」。 16しかし王おうは彼かれに言いった、「幾いくたびあなたを誓ちかわせたら、あなたは主しゅの名なをもって、ただ真実しんじつのみをわたしに告つげるでしょうか」。 17彼かれは言いった、「わたしはイスラエルが皆みな、牧者ぼくしゃのない羊ひつじのように、山やまに散ちっているのを見みました。すると主しゅは『これらの者ものは飼主かいぬしがいない。彼かれらをそれぞれ安やすらかに、その家いえに帰かえらせよ』と言いわれました」。 18イスラエルの王おうはヨシャパテに言いった、「彼かれがわたしについて良よい事ことを預言よげんせず、ただ悪わるい事ことだけを預言よげんすると、あなたに告つげたではありませんか」。 19ミカヤは言いった、「それゆえ主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。わたしは主しゅがその玉座ぎょくざにすわり、天てんの万軍ばんぐんがそのかたわらに、右左みぎひだりに立たっているのを見みたが、 20主しゅは『だれがアハブをいざなってラモテ・ギレアデに上のぼらせ、彼かれを倒たおれさせるであろうか』と言いわれました。するとひとりはこの事ことを言いい、ひとりはほかの事ことを言いいました。 21その時とき一つの霊れいが進すすみ出でて、主しゅの前まえに立たち、『わたしが彼かれをいざないましょう』と言いいました。 22主しゅは『どのような方法ほうほうでするのか』と言いわれたので、彼かれは『わたしが出でて行いって、偽いつわりを言いう霊れいとなって、すべての預言者よげんしゃの口くちに宿やどりましょう』と言いいました。そこで主しゅは『おまえは彼かれをいざなって、それを成なし遂とげるであろう。出でて行いって、そうしなさい』と言いわれました。 23それで主しゅは偽いつわりを言いう霊れいをあなたのすべての預言者よげんしゃの口くちに入いれ、また主しゅはあなたの身みに起おこる災わざわいを告つげられたのです」。 24するとケナアナの子こゼデキヤは近寄ちかよって、ミカヤのほおを打うって言いった、「どのようにして主しゅの霊れいがわたしを離はなれて、あなたに語かたりましたか」。 25ミカヤは言いった、「あなたが奥おくの間あいだにはいって身みを隠かくすその日ひに、わかるでしょう」。 26イスラエルの王おうは言いった、「ミカヤを捕とらえ、町まちのつかさアモンと、王おうの子こヨアシの所ところへ引ひいて帰かえって、 27言いいなさい、『王おうがこう言いいます、この者ものを獄屋ごくやに入いれ、わずかのパンと水みずをもって彼かれを養やしない、わたしが勝利しょうりを得えて帰かえってくるのを待まて』」。 28ミカヤは言いった、「もしあなたが勝利しょうりを得えて帰かえってこられるならば、主しゅがわたしによって語かたられなかったのです」。また彼かれは言いった、「あなたがた、すべての民たみよ、聞ききなさい」。
    


    
      29こうしてイスラエルの王おうとユダの王おうヨシャパテはラモテ・ギレアデに上のぼっていった。 30イスラエルの王おうはヨシャパテに言いった、「わたしは姿すがたを変かえて、戦たたかいに行いきます。あなたは王おうの服ふくを着つけなさい」。イスラエルの王おうは姿すがたを変かえて戦たたかいに行いった。 31さて、スリヤの王おうは、その戦車せんしゃ長ちょう三十二人にんに命めいじて言いった、「あなたがたは、小ちいさい者ものとも大おおきい者ものとも戦たたかわないで、ただイスラエルの王おうとだけ戦たたかいなさい」。 32戦車せんしゃ長ちょうらはヨシャパテを見みたとき、これはきっとイスラエルの王おうだと思おもったので、身みをめぐらして、これと戦たたかおうとすると、ヨシャパテは呼よばわった。 33戦車せんしゃ長ちょうらは彼かれがイスラエルの王おうでないのを見みたので、彼かれを追おうことをやめて引ひき返かえした。 34しかし、ひとりの人ひとが何なに心こころなく弓ゆみをひいて、イスラエルの王おうの胸当むねあてと草摺くさずりの間あいだを射いたので、彼かれはその戦車せんしゃの御者ぎょしゃに言いった、「わたしは傷きずを受うけた。戦車せんしゃをめぐらして、わたしを戦場せんじょうから運はこび出だせ」。 35その日ひ戦たたかいは激はげしくなった。王おうは戦車せんしゃの中なかにささえられて立たち、スリヤびとにむかっていたが、ついに、夕暮ゆうぐれになって死しんだ。傷きずの血ちは戦車せんしゃの底そこに流ながれた。 36日ひの没ぼっするころ、軍勢ぐんぜいの中なかに呼よばわる声こえがした、「めいめいその町まちへ、めいめいその国くにへ帰かえれ」。
    


    
      37王おうは死しんで、サマリヤへ携たずさえ行いかれた。人々ひとびとは王おうをサマリヤに葬ほうむった。 38またその戦車せんしゃをサマリヤの池いけで洗あらったが、犬いぬがその血ちをなめた。また遊女ゆうじょがそこで身みを洗あらった。主しゅが言いわれた言葉ことばのとおりである。 39アハブのそのほかの事績じせきと、彼かれがしたすべての事ことと、その建たてた象牙ぞうげの家いえと、その建たてたすべての町まちは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 40こうしてアハブはその先祖せんぞと共ともに眠ねむって、その子こアハジヤが代かわって王おうとなった。
    


    
      41アサの子こヨシャパテはイスラエルの王おうアハブの第だい四年ねんにユダの王おうとなった。 42ヨシャパテは王おうとなった時とき、三十五歳さいであったが、エルサレムで二十五年ねん世よを治おさめた。その母ははの名なはアズバといい、シルヒの娘むすめであった。 43ヨシャパテは父ちちアサのすべての道みちに歩あゆみ、それを離はなれることなく、主しゅの目めにかなう事ことをした。ただし高たかき所ところは除のぞかなかったので、民たみはなお高たかき所ところで犠牲ぎせいをささげ、香こうをたいた。 44ヨシャパテはまたイスラエルの王おうと、よしみを結むすんだ。
    


    
      45ヨシャパテのその他たの事績じせきと、彼かれがあらわした勲功くんこうおよびその戦争せんそうについては、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 46彼かれは父ちちアサの世よになお残のこっていた神殿しんでん男娼だんしょうたちを国くにのうちから追おい払はらった。
    


    
      47そのころエドムには王おうがなく、代官だいかんが王おうであった。 48ヨシャパテはタルシシの船ふねを造つくって、金きんを獲えるためにオフルに行いかせようとしたが、その船ふねはエジオン・ゲベルで難破なんぱしたため、ついに行いかなかった。 49そこでアハブの子こアハジヤはヨシャパテに「わたしの家来けらいをあなたの家来けらいと一緒いっしょに船ふねで行いかせなさい」と言いったが、ヨシャパテは承知しょうちしなかった。 50ヨシャパテはその先祖せんぞと共ともに眠ねむって、父ちちダビデの町まちに先祖せんぞと共ともに葬ほうむられ、その子こヨラムが代かわって王おうとなった。
    


    
      51アハブの子こアハジヤはユダの王おうヨシャパテの第だい十七年ねんにサマリヤでイスラエルの王おうとなり、二年ねんイスラエルを治おさめた。 52彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、その父ちちの道みちと、その母ははの道みち、およびかのイスラエルに罪つみを犯おかさせたネバテの子こヤラベアムの道みちに歩あゆみ、 53バアルに仕つかえて、それを拝おがみ、イスラエルの神かみ、主しゅを怒いからせた。すべて彼かれの父ちちがしたとおりであった。
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